


第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
書
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

-

イ
ギ
リ
ス
側
史
料
の
紹
介
を
中
心
に
-

(前
編
)

安

藤

正

人

は
じ
め
に

】

開
戦
前
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
在
外
公
館
文
書
保
護
策

(-
)
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
在
外
公
館
文
書
保
護
指
令

(2
)
開
戦
前
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況

(3
)
開
戦
前
ア
ジ
ア
の
状
況

二

開
戦
後
に
お
け
る
在
外
公
館
文
書
の
捜
索

･
押
収
を
め

ぐ
る
日
英
の
確
執

(-
)
日
本
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館
文
書
の
捜
索

･

押
収

a

日
本
国
内
な
ら
び
に
日
本
植
民
地
の
イ
ギ
リ
ス

在
外
公
飽

b

日
本
軍
専
占
鎖
地
の
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
銀

C

非
占
領
地
の
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館(以
上
､
本
号
)

(2
)
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
日
本
在
外
公
館
文
辞
の
捜
索

･

押
収

(以
下
､
次
号
)

a

イ
ギ
リ
ス
国
内
の
日
本
在
外
公
館

b

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
の
日
本
在
外
公
館

ま
と
め

ー
国
際
法
と
在
外
公
館
文
昏
-

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
書
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
五
号

(二
〇
〇
四
年
)

はじめに

筆者は､二〇世紀の戦争や植民地支配がアーカイブズに及ぼした影響について深い関心を持ち調査研究を進めているが､本稿ではその一端として'第二次世界大戦期に在外公館文書の押収等をめぐって日英両国の間に繰り広げられた確執の問題をとりあげてみたい｡ただ日本側の史料については'まだほとんど見ていないので'今回はもっぱらイ

ギリス側史料の紹介を中心とする｡よって､詳しい分析は次の機会に譲らざるをえない｡

在外公館には'外交使節公館(大使館､公使館)と領事公館(領事館)とがある｡記録文書の取り扱いに関する国際法や国際慣例､ならびに本国外務省からの指令や規程類も､外交使節公館と領事公館とでは異なるのが通例である｡1般に､外交に関する各種の国際的慣行や儀礼は'1六四八年の｢ウエストフアリア会議｣から1八一五年の｢ウ
ィーン会議｣にかけて次第に発達し'1人1八年の｢エクスニフ･シャベル会議｣で整理'統一されたと言われてい

(-)

る.国際法として成文化されたのは'1九六1年の｢外交関係に関するウィーン条約｣が最初である.同条約は､

外交使節公館の公文書に関して'

･公館の不可侵(二二条)

･公文書および書類(archivesanddocuments)の不可侵(二四粂)

･外交官の個人住宅と書類の不可侵(三〇粂)

･武力紛争時､外交途絶時における公館､財産､公文書(archiくeS)の保護義務と第三国への管理委託権(四五条)



(2
)

な
ど
を
明
確
に
定
め
て
い
る
が
､
こ
れ
ら
は
後
で
見
る
よ
う
に
､
い
ず
れ
も
す
で
に
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
よ
り
､
外
交
上
の
国
際
慣
例

と
し
て
多
く
の
国
が
認
め
て
い
た
こ
と
が
ら
で
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
実
際
に
は
､
し
ば
し
ば

(武
力
紛
争
発
生
時
に
は
と
く
に
)
慣

例
が
破
ら
れ
て
'
あ
る
い
は
慣
例
解
釈
上
の
相
違
が
生
じ
て
'
在
外
公
館
文
書
の
押
収
事
件
な
ど
が
頻
発
し
て
い
る
｡

な
お
領
事
公
館
文
書
に
つ
い
て
は
'

一
九
六
三
年
に

｢領
事
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
｣
が
締
結
さ
れ
る
が
､
領
事
公
館
と
領
事

公
館
文
書
の
不
可
侵
性
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
内
容
は
'
右
に
あ
げ
た

｢外
交
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
｣
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
様
で

(a
)

あ
る
｡

一

開
戦
前
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
在
外
公
館
文
書
保
護
策

(-
)
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
在
外
公
館
文
書
保
護
指
令

第
二
次
世
界
大
戦
前
､
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
が
在
外
公
館
に
発
し
た
記
録
文
書
の
保
存

･
廃
棄
等
に
関
す
る
指
示
や
規
程
類
の
う
ち
､
こ

れ
ま
で
に
判
明
し
た
主
要
な
指
示
や
規
程
類
に
つ
い
て
､
あ
ら
か
じ
め
み
て
お
き
た
い
｡

平
時
に
お
け
る
在
外
公
館
文
書
の
文
書
管
理
に
つ
い
て
は
'
以
前
か
ら
外
務
省
本
省
に
準
じ
た
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る

が

'

一
九
二
〇
年
代
初
め
に
在
外
公
館
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
'
い
-
つ
か
の
指
示
が
相
次
い

で
出
さ
れ
て
い
る
｡
た
と
え
ば
､

一
九
二
〇
年

一
〇
月

一
九
日
に
外
務
省
は
新
し
い

｢領
事
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
保
存
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｣

(文
書
種
類
ご
と
の
保
存
年
限
規
程
)
を
作
成
し
'

1
九
二
1
年

1
月
二
五
日
の
外
務
省
回
章

(文
書
番
号

L66[66]402
)

で
各
領
事
機

(4
)

(5
)

関
に
伝
達
し
て
い
る
｡
翌

一
九
二
二
年
五
月
の
外
務
省
指
令
書
第

一
六
草

｢
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
保
護
等
｣
も
ー
武
力
紛
争
な
ど
の
非
常
事

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
書
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)

三



史
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五
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四
年
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四

態
対
策
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
'
領
事
機
関
文
書
の
保
存
と
廃
棄
に
つ
い
て
詳
し
-
定
め
た
も
の
で
あ
る
｡

一
九
二
〇
年
制
定
の

｢保
存

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｣
は
必
ず
し
も
十
分
に
守
ら
れ
な
か
っ
た
と
み
え
､
1
九
三
八
年
六
月
九
日
に
外
務
省
は
､
あ
ら
た
め
て
回
章

｢イ
ギ
リ

ス
領
事
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
保
護
｣
(
L
3
)
0
5
]
453
[
402
)

を
出
し
て
'
領
事
機
関
文
書
の
定
期
的
選
別

･
廃
棄
と
年

1
回
の
報
告
を

(6
)

指
示
し
て
い
る
｡

戦
争
発
生
時
の
在
外
公
館
に
お
け
る
記
録
文
書
の
処
置
に
つ
い
て
は
'
具
体
的
な
指
令
が
い
つ
頃
か
ら
出
さ
れ
始
め
た
の
か
網
羅
的
に

(-
)

L

調
べ
て
は
い
な
い
が
､

1
九
三
七
年
ま
で
は
1
九
111
1
年

1
1
月

1
0
日
の
外
務
省
回
章

(W
8
04
L/
G
)
が
､
中
心
的
な
指
令
と
し
て

効
力
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
｡

(8)

一
九
三
七
年
九
月
六
日
付
け
で
出
さ
れ
た
外
務
省
回
章

(W
9
555[
3
82
2J
G

)はそ
の
改
訂
版
で
あ
-
'
｢回
章

(A
)｣
(外
交
使
節

宛
て
)
'
｢回
章

(B
)｣
(政
府
派
遣
独
立
有
給
領
事
官
宛
て
)
'
｢
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
｣
(無
給
領
事
官
宛
で
)
の
三
部
か
ら
な
っ
て
い
る
｡

(9
)

｢回
章

(A
)｣
に
つ
い
て
例
示
す
れ
ば
'
｢戦
争
行
為
勃
発
前
の
対
応
｣
(Ⅱ
章
)
'
｢戦
争
勃
発
時
の
非
敵
国
駐
在
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
の
義

務
｣
(Ⅲ
章
)
'
｢戦
争
勃
発
時
の
敵
国
駐
在
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
の
義
務
｣
(Ⅳ
章
)
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
'
そ
れ
ぞ
れ
の
章
で
機
密
文
書
を

は
じ
め
と
す
る
在
外
公
館
文
書
の
処
置
方
法
に
つ
い
て
細
か
く
定
め
て
い
る
｡

(10
)

こ
の
一
九
三
七
年
九
月
六
日
付
け
回
章
を
最
終
的
に
改
訂
し
た
の
が
'
一
九
三
九
年
七
月
三
一
日
の
外
務
省
回
章

｢戦
争
指
令
｣
で
あ

る
｡
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
時
に
は
'
こ
の

｢戦
争
指
令
｣
が
世
界
の
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館
で
発
動
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
'
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
次
項
で
見
る
｡

(2
)
開
戦
前
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況

上
記
の
よ
う
な
外
務
省
の
指
示
や
規
程
類
が
'
在
外
公
館
の
実
際
状
況
と
関
わ
っ
て
､
ど
の
よ
う
に
発
令
さ
れ
た
の
か
'
あ
る
い
は
ど



の
よ
う
に
適
用
さ
れ
た
の
か
'
以
下
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
｡

在
外
公
館
文
書
の
保
存
や
廃
棄
は
'
も
ち
ろ
ん
平
時
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
問
題
に
な
っ
て
い
る
｡
そ
れ
は
別
と
し
て
､
第
二
次
世
界

大
戦
前
'
忍
び
寄
る
戦
争
の
影
が
在
外
公
館
文
書
の
保
存
問
題
に
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
た
こ
と
が
史
料
上
具
体
的
に
窺
え
る
よ
う
に
な
る

の
は
､
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館
の
場
合
'

一
九
三
七
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
｡

た
と
え
ば
､
プ
ラ
ハ
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
は
'

1
九
三
七
年

二

月

1
0
日
付
で
､
①
五
年
以
上
経
過
の
公
使
館
文
書
を
本
国
に
送
り

返
す
こ
と
と
'
②
非
常
事
態
勃
発
時
に
大
量
の
文
書
を

一
挙
に
廃
棄
で
き
る
酸
ま
た
は
腐
食
剤
液
を
供
給
す
る
こ
と
､
の
二
点
を
外
務
省

本
省
に
要
請
し
て
い
る
｡
こ
れ
に
対
し
外
務
省
は
､

1
九
三
八
年

l
月
五
日
に
返
書
を
送
り
'
①
に
つ
い
て
は
､
少
な
-
と
も
過
去
二
〇

年
の
文
書
は
公
使
館
が
保
存
す
べ
き
こ
と
'
②
に
つ
い
て
は
､
腐
食
剤
液
は
文
書
の
大
量
廃
棄
に
は
適
し
て
い
な
い
こ
と
､
を
理
由
に
'

い
ず
れ
の
要
請
も
却
下
し
て
い
る
｡
さ
ら
に
､
前
年

一
九
三
六
年
の
ス
ペ
イ
ン
内
乱
勃
発
に
際
し
て
在
マ
ド
リ
ッ
ド

･
イ
ギ
リ
ス
大
使
館

が
鉄
道

･
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
記
録
文
書
の
避
難
や
秘
密
文
書
の
焼
却
を
効
果
的
に
実
施
し
た
例
を
あ
げ
'
非
常
事
態
時
に
は
各
在
外
公
館

(;
)

が
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
に
対
処
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
｡
こ
の
時
点
で
は
'
外
務
省
本
省
が
状
況
を
比
較
的
楽
観
視
し
て

い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
｡

一
九
三
八
年
三
月
'
ド
イ
ツ
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
併
合
し
戦
争
の
危
機
が

一
段
と
高
ま
る
と
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
イ
ギ
リ
ス
在
外
公

館
は
あ
わ
た
だ
し
い
動
き
を
見
せ
始
め
る
｡

ウ
ィ
ー
ン
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
は
'
ド
イ
ツ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
に
伴
っ
て
閉
鎖
さ
れ
'
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
公
使
館
の
記
録
文
書

を
同
地
イ
ギ
リ
ス
領
事
の
管
轄
下
に
移
す
決
定
を
下
し
て
い
る
｡
そ
れ
に
伴
い
､
外
務
省
内
で
領
事
文
番
の
国
際
法
上
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
､
あ
ら
た
め
て
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
結
論
と
し
て
は
'
領
事
文
書
も
大
使
館
文
雷
な
ど
の
外
交
使
節
文
啓
と
同
様
に
不

可
侵
性
を
有
す
る
と
し
､
よ
っ
て
領
事
の
管
轄
下
に
移
さ
れ
た
公
使
飽
文
書
を
､
以
後
領
事
文
書
と
同
等
に
扱
っ
て
も
問
題
な
い
こ
と
を

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
成
文
昔
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)

五



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
五
号

(二
〇
〇
四
年
)

(12
)

確
認
し
て
い
る
｡

一
九
三
八
年
九
月
に
は
､
対
独
戦
争
勃
発
時
の
在
ベ
ル
リ
ン
･
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
文
書
の
廃
棄
に
つ
い
て
､
同
大
使
館
と
本
国
外
務
省

と
の
間
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
.
大
使
館
側
は
'
す
べ
て
の
文
書
を
ボ
イ
ラ
ー
で
焼
却
す
る
に
は
昼
夜
兼
行
で
も
最
低

1
週
間
は
か

か
る
と
述
べ
､
ナ
チ
ス
が
政
権
を
掌
握
し
た

一
九
三
三
年
以
降
の
文
書
と
秘
密
印
刷
物
を
優
先
的
に
焼
却
し
た
い
と
し
て
い
る
｡
こ
れ
に

対
し
外
務
省
は
､

一
九
三
三
年
以
降
の
文
書
と
秘
密
印
刷
物
は
別
に
し
て
'
そ
れ
以
外
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
つ
い
て
は
中
立
国
大
使
館
へ

(13
)

の
引
き
渡
し
､
あ
る
い
は
事
前
避
難
の
可
能
性
を
も
検
討
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る

｡

同
じ

1
九
三
八
年
九
月
'
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
議
の
結
果
ド
イ
ツ
国
境
の
ズ
デ
ー
デ
ン
地
方
を
ド
イ
ツ
に
割
譲
す
る
こ
と
に
な
っ
た
チ
ェ
コ

ス
ロ
バ
キ
ア
で
は
'
在
プ
ラ
ハ
･
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
の
内
地
移
動
が
不
可
避
と
な
っ
た
も
よ
う
で
､
同
公
使
館
か
ら
本
国
外
務
省
に
対
し
､

公
使
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
国
外
に
送
り
出
す
こ
と
は
お
ろ
か
'
梱
包
の
時
間
的
余
裕
さ
え
な
い
､
と
緊
迫
し
た
内
容
の
電
報
が
送
信
さ
れ

て
い
る
｡
外
務
省
は
'
公
使
館
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
文
書
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
廃
棄
L
t
残
っ
た
分
は
封
印
を
し
て
中
立
国
の
管
理

(14
)

に
ゆ
だ
ね
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
｡

ミ
ラ
ノ
の
イ
ギ
リ
ス
稔
領
事
か
ら
は
'

一
九
三
八
年

一
一
月

一
〇
日
付
で
､
暗
号
文
や
暗
号
解
読
坂
そ
の
他
の
秘
密
文
書
を
ス
ト
ー
ブ

で
焼
却
す
る
の
は
極
め
て
困
難
だ
と
い
う
訴
え
が
外
務
省
に
出
さ
れ
'
水
で
衛
単
に
溶
解
で
き
る
紙
を
暗
号
文
に
使
用
す
る
こ
と
や
､
室

(15
)

内
焼
却
炉
の
供
給
な
ど
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

以
上
の
よ
う
な
事
態
を
う
け
て
､
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は

1
九
三
九
年
七
月
三

1
日
'
外
務
省
回
章
W
E
00
5J
G
｢戦
争
指
令
｣
を
在
外

(16
)

公
館
に
公
布
し
､
戦
争
勃
発
時
に
お
け
る
在
外
公
館
文
書
の
処
置
に
つ
い
て
具
体
的
な
手
順
を
示
し
た
｡

｢戦
争
指
令
｣
は
外
交
使
節
に
あ
て
た

｢戦
争
指
令
A
｣
と
領
事
機
関
に
あ
て
た

｢戦
争
指
令
B
L
｢戦
争
指
令
C
｣
か
ら
な
り
､

一
九
三

(17)

七
年
九
月
六
日
の
外
務
省
回
章

(W
9555[382
2
J
G
)
に
取
っ
て
代
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
｡



ち
な
み
に
､
外
交
使
節

(大
使
館

･
公
使
館
)
に
あ
て
た

｢戦
争
指
令
A
｣
の
内
容
の
1
部
を
紹
介
す
る
と
次
の
通
り
O

I

戦
争
勃
発
前
の
処
置

(敵
国
内
外
交
使
節
の
場
合
)

1

コ
ー
ド

〟
RA
IA
H
″
(
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
保
管
)

(
a
)
す
べ
て
の
R
JT
Is
の
廃
棄

(例
外
あ
り
)

(b
)
暗
号
電
報
と
コ
ー
ド
の
廃
棄

(

C

)

秘
密
保
存
文
書
の
廃
棄
開
始

(d
)
焼
却

･
処
分
済
み
文
書
の
リ
ス
ト
保
管

2

コ
ー
ド

〟p
L
U
M
PE
R
..i
(国
ナ
ン
バ
ー

)″
(警
告
電
報
)

(

a

)

残
っ
て
い
る
R
JT
s
の
廃
棄

(b
)
す
べ
て
の
印
刷
物
廃
棄

(

C

)

残
っ
て
い
る
す
べ
て
の
秘
密
保
存
文
書
の
廃
棄

(d
)
焼
却

･
処
分
済
み
文
書
の
リ
ス
ト
保
管

Ⅱ

戦
争
勃
発
後
の
処
置

(敵
国
内
外
交
使
節
の
場
合
)

7

コ
ー
ド
〟

w
A
R
…
(国
ナ
ン
バ
ー

)〟

直
ち
に
起
こ
す
べ
き
行
動

(

C

)

残
っ
て
い
る
暗
号
文
や
重
要
文
書
は
す
べ
て
残
ら
ず
立
ち
会
い
の
も
と
に
直
ち
に
焼
却
｡
実
施
可
能
な
ら
処
分
文
書
全

部
に
つ
い
て
記
録
を
保
存
の
こ
と
｡

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
書
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
五
号

(二
〇
〇
四
年
)

A

そ
の
後
引
き
続
い
て
行
う
べ
き
行
動

(
C
)

そ
う
す
る
こ
と
が
安
全
と
考
え
ら
れ
る
残
存
文
書
を
関
係
国
外
交
使
節

(m
ission
concerned)
に
引
き
渡
す
｡
う

ま
-
行
か
な
い
場
合
は
関
係
国
外
交
使
節
立
ち
会
い
の
も
と
に
封
印
し
､
そ
の
旨
議
定
書
を
作
成
し
て
英
国
外
交
使
節

公
館
に
残
す
｡

九
月

1
日
に
ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
､
同
三
日
に
英
仏
両
国
が
対
独
宣
戦
布
告
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
直
前
の
八

月
二
八
日
'
パ
リ
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
は
い
よ
い
よ
開
戦
間
近
と
見
て
､
大
使
館
文
書
の
処
置
方
法
に
つ
き
本
省
に
打
診
し
て
い
る
｡
打

診
の
内
容
は
､
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
開
戦
と
と
も
に
パ
リ
か
ら
の
疎
開
を
決
定
す
る
と
見
ら
れ
る
の
で
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
も
そ
れ
に
従

っ
て

疎
開
す
る
が
'
す
べ
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
持
っ
て
い
-
の
は
無
理
な
の
で
､

1
九
二
九
年
か
ら

1
九
三
九
年
ま
で
の
文
書
の
み
を
疎
開

先
の
仮
庁
舎
に
移
す
予
定
で
あ
る
｡
冊
子
体
印
刷
物
や
年
報
な
ど
は
焼
却
の
予
定
だ
が
､
そ
れ
以
外
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

二

九
〇
六
年

-

1
九
二
八
年
の
レ
ジ
ス
タ
ー
や
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が

7
四
四
〇
冊
と
四
〇
二
箱
分
､
大
便
の
会
議
書
類
が
二

1
五
箱
分
な
ど
)
を
ど
う
す
る

か
が
問
題
で
あ
る
.
で
き
れ
ば

1
九

1
四
年
以
前
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
大
便
の
会
議
書
類
に
つ
い
て
は
､
本
国
に
送
-
返
す
こ
と
を
認
め

(18
)

ら
れ
た
い
｡
以
上
で
あ
る
｡
本
国
へ
の
文
書
送
還
は
九
月

一
日
に
認
め
ら
れ
て
お
-
､
一
〇
月
二
四
日
付
け
の
送
付
リ
ス
ト

(
一
二
箱
分
)

(19
)

が
残
っ
て
い
る
の
で
､
パ
リ
か
ら
本
国
へ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
送
還
は

一
応
実
施
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
｡

開
戦
直
後
の
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館
か
ら
の
本
国
送
還
文
書
リ
ス
ト
な
ら
び
に
緊
急
廃
棄
文
書
リ
ス
ト
は
'
各
地
の
も
の
が
少
な
か
ら
ず

残
さ
れ
て
い
る
O
右
記
の
在
パ
リ
大
使
館
の
ほ
か

1
部
を
あ
げ
る
と
､
た
と
え
ば
在
ウ
ィ
ー
ン
総
領
事
館
､
在
ア
テ
ネ
公
使
館
､
在
ミ
ユ

3Ⅶ
爪

ン
ヘ
ン
総
領
事
館
な
ど
の
も
の
が
あ
る

｡



(3
)
開
戦
前
ア
ジ
ア
の
状
況

ア
ジ
ア
各
地
の
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館
で
は
t

I
九
三

1
年
頃
か
ら
'
新
た
な
武
力
紛
争
の
影
響
が
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
保
存
問
題
の
上
に
現

れ
始
め
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
｡

た
と
え
ば
､
在
南
京
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館
か
ら
外
務
省
本
省
に
あ
て
た

一
九
三

一
年
二
月

一
二
日
付
け
公
文
に
よ
れ
ば
､
｢
一
九
二
七

年
の
南
京
事
件
直
後
'
鎮
江
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
文
書
が
箱
に
入
れ
ら
れ
湿
気
の
高
い
場
所
に
避
難
さ
せ
ら
れ
た
た
め
､
急
速
に
劣
化
が

進
ん
で
い
る
.
こ
の
文
書
群
は
現
在
'
南
京
の
総
領
事
館
が
保
管
し
て
い
る
が
'

一
八
七
三
年
か
ら

1
九
二
六
年
ま
で
の
古
い
文
書
を
早

(21
)

急
に
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
送
り
返
し
た
い
の
で
許
可
を
得
た
い
｣
と
願
い
出
て
い
る
｡

こ
の
ほ
か
'

一
九
三
二
年
か
ら

1
九
三
七
年
に
か
け
て
､
北
京
'
淡
水

(台
湾
)､
広
東
､
福
州
'
度
門
､
寧
波
な
ど
の
イ
ギ
リ
ス
公

(22
)

使
館

･
領
事
館
文
書
の
保
存

･
廃
棄
問
題
が
本
国
外
務
省
と
の
間
で
し
き
り
に
議
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
ら
の
中
で
明
確
に
言
及
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
が
'
非
常
事
態
に
備
え
た
在
外
公
館
文
書
の
管
理
見
直
し
が
広
範
囲
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
｡

プ
ラ
ハ
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
が
大
量
の
文
書
を

一
挙
に
廃
棄
で
き
る
腐
食
剤
液
の
供
給
を
本
国
に
申
請
し
た

一
九
三
七
年
末
頃
に
な
る

と
'
日
中
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
ア
ジ
ア
で
も
動
き
が

一
段
と
激
し
く
な
る
｡

東
京1

九
三
七
年

1
二
月
三
〇
日
'
在
東
京
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
は
本
国
外
務
省
に
公
文
を
送
り
'
緊
急
事
態
に
備
え
て
一
九
二
〇
年
以
前
の

大
使
館
文
書
約
千
冊

(書
架
延
長

一
一
〇
フ
ィ
ー
ト
)
を
ロ
ン
ド
ン
に
移
送
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
い
る
｡
同
時
に
在
来
京
大
使
館
は
'

も
し
大
使
館
員
が
避
牡
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
の
処
置
と
し
て
､
(

a

)

す
べ
て
の
印
刷
物
の
焼
却
'
(b
)
一
九
二
一
年

第
二
次
世
界
大
晩
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
書
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)

九



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
五
号

(二
〇
〇
四
年
)

一
〇

か
ら

一
九
三
〇
年
ま
で
の
記
録
文
書
の
書
庫
内
封
印
､
(

C

)

最
も
機
密
性
の
高
い
一
九
三
〇
年
以
降
文
書
の

｢関
係
国
代
表
部

(T
h
e

M

i
s
s
i
o

n
C
on
cerned)｣
へ
の
引
き
渡
し
､
を
提
案
し
て
い
る
｡
た
だ
､
｢も
し
絶
対
に
日
本
の
手
に
渡
ら
な
い
よ
う
望
む
な
ら
'
｣
九

三
〇
年
以
降
の
文
書
に
つ
い
て
は
'
我
々
の
手
で
相
当
量
焼
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
｣
と
も
記
し
て
い
る
｡
こ
の
公
文

に
対
し
外
務
省
は
､
翌

1
九
三
八
年
二
月

1
八
日
の
返
書
で
'
｢国
立
公
文
書
館

(Public
Record
OfB
ce)
が
二
十
年
未
満
の
新
し
い

文
書
を
受
け
入
れ
る
の
は
異
例
で
は
あ
る
が
｣
と
前
置
き
し
た
上
で
､
同
館
が
一
九
二
〇
年
ま
で
の
在
来
京
大
使
館
文
書
千
冊
の
引
き
取

り
に
同
意
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
｡
ま
た
提
案
(

a

)

に
つ
い
て
'
非
常
事
態
を
待
た
な
い
で
直
ち
に
不
要
印
刷
物
の
選
別

･
廃
棄
に

と
-
か
か
る
べ
き
こ
と
､
提
案

(
b
)

(
C
)

に
つ
い
て
､
も
し
可
能
な
ら
ば
焼
却
す
る
文
書
以
外
は

一
九
三
〇
年
以
前
の
文
書
も
含
め
､

す
べ
て

｢関
係
国
代
表
部
｣
に
引
き
渡
す
の
が
望
ま
し
い
こ
と
t
の
二
点
の
コ
メ
ン
ト
を
付
け
加
え
て
い
る
｡

一
九
二
〇
年
以
前
の
在
東
京
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
文
書
は
､

一
五
の
木
箱

(合
計
約

一
･
五
ト
ン
)
に
入
れ
ら
れ
て
､

一
九
三
八
年
五
月

】叫
E

一
七
日
に
横
浜
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
向
け
出
帆
｡
さ
ら
に
､
同
年

一
〇
月
に
追
加
と
し
て
四
袋
分
の
文
書
が
送
り
出
さ
れ
て
い
る

｡

と
こ
ろ
が
'
翌

1
九
三
九
年
に
な
っ
て
､

1
九
〇
四
年
か
ら

一
九

1
七
年
ま
で
の
日
本
政
府
と
の
往
復
文
書
三
三
冊

(書
架
延
長
六
フ

ィ
ー
ト
)
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
新
た
に
わ
か
り
､
そ
の
扱
い
が
本
国
外
務
省
と
の
問
で
議
論
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
に
つ
い
て
は
結
局
､

文
書
の
歴
史
的
価
値
と
欧
州
開
戦
後
の
輸
送
困
難
の
二
点
の
理
由
か
ら
､
と
り
あ
え
ず
在
来
京
大
使
館
に
そ
の
ま
ま
置
か
れ
る
こ
と
に
決

(24
)

定
し
た

｡

一
九
四
〇
年
に
な
る
と
'
大
使
館
が

1
九
三
七
年
に
立
て
た
計
画
で
は
書
庫
内
封
印
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

1
九
二
1
年
か
ら

1

九
三
四
年
ま
で
の
記
録
文
書
を
､

一
部
を
残
し
て
カ
ナ
ダ
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
｡

こ
の
提
案
は
採
用
さ
れ
､
合
計

1
二
箱
の
記
録
文
書
が

1
0
月

1
1
日
出
帆
の

｢
エ
ム
プ
レ
ス
･
オ
ブ

･
ロ
シ
ア
｣
号
で
バ
ン
ク
ー
バ

ー
に
向
け
て
発
送
さ
れ
､

1
1
月
七
日
に
無
事
到
着
し
た
｡
こ
の
1
二
箱
の
中
に
は
'

1
九
二
1
年
か
ら

一
九
三
四
年
ま
で
の
文
書
だ
け



で
な
く
､
前
年
に
い
っ
た
ん
は
東
京
残
匿
が
決
ま
っ
た

一
九
〇
四
年
以
降
の
日
本
政
府
と
の
往
復
文
書

(こ
こ
で
は

一
九
二
〇
年
ま
で
合

口現
E

計
四
六
冊
と
な
っ
て
い
る
)
も
含
ま
れ
て
い
た

｡

一
一
月
八
日
に
は
別
便
で
二
箱
の
文
書
が
カ
ナ
ダ
に
向
け
追
加
発
送
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
内
の
一
箱
は
t
rタ
イ
ム
ズ
｣
東
京
特
派
員

で
､
ア
メ
リ
カ
の
い
く
つ
か
の
新
聞
に
も
記
事
を
書
い
て
い
た
著
名
な
記
者
ヒ
ユ
ー
･
バ
イ
ア
ス
が
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
に
寄
贈
し
た
資
料

で
'

一
九

一
四
年
以
降
の
日
本
新
開
の
切
り
抜
き
や
そ
の
翻
訳
な
ど
､
極
め
て
貴
重
な
も
の
を
含
ん
で
い
た
｡
こ
れ
ら
の
資
料
を
私
物
と

し
て
日
本
国
外
に
持
ち
出
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
'
バ
イ
ア
ス
記
者
と
大
使
館
と
の
合
意
の
も
と
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
公
的

(26
)

財
産
と
し
て
カ
ナ
ダ
疎
開
資
料
に
加
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

㌔

上
海

･
北
京

一
九
三
七
年

二

月
の
日
本
軍
に
よ
る
上
海
占
領
以
来
､
｢孤
島
｣
化
し
た
国
際
共
同
租
界
の
中
に
あ
っ
た
在
上
海
イ
ギ
リ
ス
大
使
館

の
特
命
全
権
大
使
A
･
ク
ラ
ー
ク

･
カ
ー
卿
は
､

一
九
四
〇
年
八
月

二

一日
､
日
英
関
係
の
悪
化
に
鑑
み
て
重
要
機
密
文
書
の
廃
棄
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
避
妊
を
始
め
る
こ
と
が
適
当
t
J判
断
し
､
本
国
外
務
省
に
許
可
を
求
め
た
｡
同
時
に
t
も
し
そ
の
許
可
が
出
れ
ば
､
中

国
国
内
の
各
領
事
館
に
対
し
て
も
同
様
の
指
示
を
与
え
る
つ
も
-
だ
､
と
し
て
い
る
.
こ
の
申
請
は
外
務
省
に
よ
っ
て
直
ち
に
認
め
ら
れ

(㍗
)

て
い
る

｡

こ
れ
に
も
と
づ
く
も
の
だ
ろ
う
か
､
同
年
九
月

1
0
日
に
は
､
在
北
京
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
に
対
し
て
も
上
海
大
使
館
か
ら
次
の
よ
う
な

り帆
E

指
示
が
出
さ
れ
て
い
る

｡

(-
)

一
九
三

一
年
以
前
の
北
京
大
使
館
文
書
は
そ
の
ま
ま
北
京
で
保
持
の
こ
と
｡

(2
)
一
九
三

一
年

～
一
九
三
六
年
の
文
書
は
速
や
か
に
梱
包
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
送
の
こ
と
｡

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
書
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)

一
一



史
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(
3
)

一
九
三
七
年
の
文
書
は
上
海
大
使
館
に
移
送
の
こ
と
｡

(4
)
1
九
三
八
年
以
降
の
文
書
の
う
ち
領
事
館
文
書
と
分
割
可
能
な
も
の
は
廃
棄
の
こ
と
｡

3呪
E

(5
)
貴
方
電
報

第

五
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
言
及
さ
れ
て
い
る
文
書
に
つ
い
て
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
送
の
こ
と
｡

上
海
大
使
館
な
ら
び
に
北
京
大
使
館
の
記
録
文
書
が
実
際
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
送
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
'
未
確
認
で
あ
る
｡

二

開
戦
後
に
お
け
る
在
外
公
館
文
書
の
捜
索

･
押
収
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(-
)
日
本
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館
文
書
の
捜
索

･
押
収

1
九
四

1
年

1
二
月
八
日
､
日
本
が
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
宣
戦
布
告
し
て
外
交
関
係
が
断
絶
す
る
と
､
日
英
両
国
の
間
で
相
手
国

在
外
公
館
に
対
す
る
捜
索
合
戦
が
開
始
さ
れ
る
｡
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館
か
ら
は
本
国
外
務
省
に
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
'
そ
れ

に
よ
り
'
状
況
が
あ
る
程
度
判
明
す
る
｡
外
交
慣
例
上
､
日
本
国
内
な
ら
び
に
海
外
植
民
地
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館
と
'
日
本
の
軍

事
的
占
領
地
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館
と
で
は
'
戦
時
に
お
け
る
扱
い
が
異
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
'
両
者
別
々
に
状
況
を
見

て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
｡

a

日
本
国
内
な
ら
び
に
日
本
植
民
地
の
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館

東
京

(初
)

在
東
京
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
が
作
成
し
た
､
｢
一
二
月
八
日
の
出
来
事
｣
と
題
す
る

1
九
四
二
年
七
月

1
日
付
け
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム

に

よ
れ



ば
'
1
九
四

1
年

一
二
月
八
日
の
朝
､
開
戦
の
第

1
報
が
届
く
と
同
時
に
､
居
合
わ
せ
た
大
使
館
月
は
暗
号
電
報
や
機
密
文
香
の
焼
却
に

取
り
か
か
っ
た
｡
大
使
館
外
に
住
ん
で
い
る
職
月
に
も
非
常
呼
集
が
か
け
ら
れ
た
｡
や
が
て
サ
ー
ビ
ス
･
ア
タ
ッ
シ
ュ

(大
使
餌
付
武
官
)

が
大
使
館
に
到
着
し
､
残
っ
て
い
た
機
密
文
書
の
最
終
的
廃
棄
に
着
手
し
た
｡

間
も
な
く
日
本
政
府
外
務
省
欧
亜
局
第
三
課
の
太
田
課
長
に
率
い
ら
れ
た
日
本
官
恵
が
到
着
し
､
無
線
送
信
機
の
摘
発
を
口
実
に
大
使

館
内
の
家
宅
捜
索
を
開
始
し
た
｡
以
下
'
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
1
部
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
｡

-
-
大
使
館
事
務
局
棟
の
中
央
文
書
保
管
室
で
は
秘
密
記
録
文
書
の
焼
却
が
行
わ
れ
て
い
た
が
'
事
務
長
か
ら
は
､
鉄
製
の
格
子

扉
は
閉
じ
た
ま
ま
に
し
､
入
口
に
大
使
館
ス
タ
ッ
フ
を
ガ
ー
ド
に
立
て
る
よ
う
指
示
が
出
て
い
た
｡
大
使
は
太
田
課
長
に
対
し
'

秘
密
記
録
文
書
を
保
管
し
て
い
る
中
央
文
書
保
管
室
へ
の
立
ち
入
り
を
断
固
拒
否
す
る
こ
と
､
も
し
日
本
官
憲
が
立
ち
入
る
つ
も

り
な
ら
ド
ア
と
格
子
扉
を
破
る
以
外
に
な
い
こ
と
t
を
自
ら
直
接
通
告
し
た
｡
太
田
課
長
は
､
自
分
は
記
録
文
杏
に
手
を
出
せ
と

い
う
指
令
は
受
け
て
い
な
い
と
答
え
た
｡
実
際
'
中
央
文
替
保
管
室
に
侵
入
を
試
み
る
者
は
い
な
か
っ
た
が
､
そ
の
他
の
'
大
使

館
付
武
官
室
を
含
む
す
べ
て
の
部
屋
に
手
が
入
り
'
無
線
送
信
機
の
捜
索
が
行
わ
れ
た
｡

-
-
記
録
文
書
の
焼
却
準
備
は

(暗
号
室
へ
の
焼
却
炉
設
置
を
含
め
)
か
な
-
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
｡
開
戦
前
の
一
週
間
は
選

別
作
業
が
相
当
進
み
'
多
数
の
文
書
や
代
替
暗
号
文
が
焼
却
さ
れ
た
｡
よ
っ
て
'
迅
速
な
文
書
廃
棄
の
実
施
準
備
は
で
き
て
い
た

し
'
そ
の
た
め
の
完
壁
な
作
戦
計
画
も
存
在
し
た
｡
こ
の
作
戦
計
画
は
直
ち
に
発
動
さ
れ
､

一
二
月
八
日
は

一
日
中
中
断
す
る
こ

と
な
く
残
っ
た
記
録
文
書
の
焼
却
が
実
行
さ
れ
た
｡
暗
号
文
や
機
密
性
の
高
い
文
雷
の
廃
棄
は
正
午
ま
で
に
は
終
了
し
た
｡
こ
れ

に
対
し
日
本
側
か
ら
の
干
渉
は
な
か
っ
た
｡
い
ず
れ
に
せ
よ
'
彼
ら
は
'
中
央
文
番
室
の

｢防
衛
｣
を
破
る
の
は
困
杜
で
時
間
の

か
か
る
仕
事
だ
と
悟
っ
た
よ
う
だ
｡

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
書
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)



史
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一
四

秘
密
文
書
の
ほ
か
に
'
半
秘
密
文
書
と
で
も
呼
べ
る
大
量
の
廃
棄
す
べ
き
記
録
類
が
あ
っ
た
が
'
こ
れ
ら
は
日
本
官
憲
の
立
ち

入
り
の
危
険
が
去

っ
た
あ
と
大
使
館
の
中
央
焼
却
炉
で
焼
却
し
た
ほ
か
'
護
衛
を
つ
け
て
数
カ
所
の
家
庭
用
暖
房
炉
に
大
袋
で
運

び
､
処
分
し
た
｡
バ
ス
ク
事
務
長
の
優
れ
た
指
示
の
も
と
､
困
難
な
状
況
下
で
､
し
か
も
記
録
的
な
短
時
間
に
文
書
の
焼
却
作
業

を
完
遂
し
た
大
使
館
全
ス
タ
ッ
フ

(妻
た
ち
も
含
め
て
)
の
仕
事
ぶ
り
は
､
い
く
ら
賞
賛
し
て
も
賞
賛
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
｡

以
上
の
記
述
を
読
む
限
り
'
在
東
京
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
で
は
'
日
本
官
憲
に
よ
る
無
線
通
信
機
捜
索
名
目
の
公
館
立
ち
入
り
は
あ
っ
た

も
の
の
､
記
録
文
書
の
押
収
な
ど
の
行
為
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
｡

横
浜

(3t
)

在
横
浜
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館
の
状
況
に
つ
い
て
は
'
総
領
事
Mc
･
P
･
オ
ー
ス
チ
ン
の
非
常
に
詳
細
な
報
告
書
が
あ
る
｡
そ
れ
に
よ
れ

ば
'
開
戦
日
当
日
'
神
奈
川
県
警
察
部
の
警
官
十
数
人
が
総
領
事
館
内
に
立
ち
入
り
'
金
庫
や
書
棚
の
開
扉
を
強
硬
に
要
求
し
た
｡
稔
領

事
は
こ
れ
を
拒
絶
し
た
が
､
総
領
事
の
執
務
室
や
館
員
の
部
屋
が
徹
底
的
に
捜
索
さ
れ
'
当
年
度
の
現
用
公
文
書
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
､
地

図
､
図
書
な
ど
が
押
収
さ
れ
た
｡
ま
た
､
運
悪
く
重
要
文
書
保
管
庫
か
ら
持
ち
出
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
回
章

｢戦
争
指
令
B
｣
も

押
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
｡
そ
の
後
'
館
内
の
金
庫
や
文
書
庫
等
は
す
べ
て
彼
ら
に
よ
っ
て
封
印
さ
れ
た
｡
総
領
事
館
は

一
九
四
二
年
三
月

二
日
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
領
事
の
管
轄
下
に
移
さ
れ
た
が
'
そ
の
際
に
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
が
見
た
と
こ
ろ
で
は
､
金
庫
や
文
書
庫
等
は
封
印

時
の
ま
ま
手
は
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
な
お
'
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
は
県
外
事
課
長
に
対
し
'
押
収
さ
れ
た
公
文

書
の
返
却
を
申
し
入
れ
､
県
側
は
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
保
護
国
領
事
に
引
き
渡
す
旨
約
束
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
ま
た
､
ア
ル
ゼ
ン
チ



ン
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
駐
在
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
か
ら

一
九
四
二
年
三
月
七
日
に
本
国
外
務
省
あ
て
に
送
ら
れ
た
情
報
に
よ
れ
ば
､
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
政
府
は
駐
日
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
大
使
に
対
し
､
領
事
飽
文
書
の
不
可
侵
は
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
権
利
で
あ
り
､
在
横
浜
イ
ギ
リ

(32
)

ス
総
領
事
館
に
お
け
る
権
利
侵
害
に
対
し
て
断
固
日
本
政
府
に
抗
議
す
る
よ
う
指
示
し
た
も
よ
う
で
あ
る
｡

大
阪在

大
阪
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館
で
は
'
開
戦
時
の
状
況
は
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
が
､
開
戦
四
ケ
月
余
り
前
の
一
九
四

一
年
七
月
末
に
文
書

庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
箱
が

一
個
何
者
か
に
よ
っ
て
持
ち
出
さ
れ
て
紛
失
L
t
そ
の
後
も
何
度
か
文
昏
庫
の
ド
ア
が
開
け
ら
れ
た
と

い
う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
｡
イ
ギ
リ
ス
側
は
､
当
時
大
阪
府
警
外
事
課
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
領
事
館
を
監
視
し
て
い
た
こ
と
か
ら
'
日

本
官
憲
の
関
与
を
強
く
疑
い
､

1
0
月

1
0
日
に
東
京
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
か
ら
日
本
政
府
外
務
省
に
対
し
､
領
事
館
の
不
可
侵
権
が
侵

さ
れ
た
と
し
で
公
式
に
事
実
調
査
を
申
し
入
れ
て
い
る
｡
こ
れ
に
対
す
る
外
務
省
の
返
答
は

一
一
月

一
五
日
に
出
さ
れ
た
｡
そ
の
内
容
は
'

現
今
の
よ
う
な
外
交
関
係
緊
張
下
で
は
警
察
が
外
国
公
館
を
保
護
の
た
め
監
視
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
､
文
書
庫
侵
入
や
文
書
箱
持(R
)

ち
出
し
の
事
実
は
調
査
の
結
果
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
､
と
い
う
も
の
で
､
両
者
の
見
解
は
完
全
に
す
れ
違
い
に
終
わ
っ
て
い
る

｡

神
戸在

神
戸
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
W
･
1
･
デ
イ
ヴ
ィ
-
ズ
の
詳
細
な
報
告
に
よ
れ
ば
､
東
京
の
大
使
館
か
ら
指
示
さ
れ
て
い
た
手
順
に
従
い
､

同
総
領
事
館
で
も

二

一月
八
日
朝
早
く
か
ら
文
書
焼
却
が
行
わ
れ
た
｡

1
1
時
四
五
分
に
県
警
察
部
長
が
数
人
の
部
下
を
伴
っ
て
現
れ
､

紙
を
燃
や
す
強
い
臭
い
が
し
て
煙
突
か
ら
燃
え
か
す
が
宙
に
舞
う
の
が
見
え
る
が
､
こ
れ
以
上
文
書
を
焼
却
し
て
は
な
ら
な
い
と
言
明
七

た
｡
午
後
四
時
に
警
官
の
集
団
が
到
着
し
､
全
室
の
捜
索
を
開
始
し
た
O
総
領
事
は
総
領
事
室
カ
ビ
へ
の
立
ち
入
り
を
拒
否
し
た
が
､
ド

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
昔
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)

]
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史
料
館
研
究
紀
要

第
三
五
号

(二
〇
〇
四
年
)

一六

ア
を
破
り
か
ね
な
い
様
子
だ
っ
た
の
で
､
開
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
｡
さ
ら
に
彼
ら
は
'
重
要
文
書
保
管
庫
の
鍵
を
開
け
る
こ
と
さ
え
要

求
し
た
｡
こ
こ
に
は
既
に
機
密
文
書
は
な
-
､
古
い
出
生
死
亡
結
婚
登
録
簿
や
'
そ
の
他
大
し
て
重
要
で
な
い
文
書
が
入
っ
た
バ
ッ
グ
や

包
み
が
い
-
つ
か
残

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
わ
か
っ
て
い
た
の
で
'
最
終
的
に
は
三
人
の
警
官
の
立
ち
入
り
を
許
す
こ
と
に
な
っ
た
｡

(34
)

し
か
し
､
彼
ら
の
主
た
る
目
的
は
､
短
波
送
信
機
の
発
見
だ
っ
た
よ
う
だ
､
と
デ
イ
ヴ
ィ
-
ズ
稔
領
事
は
記
し
て
い
る

｡

長
崎を

長
崎
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
か
ら
の
報
告
に
は
､
開
戦
直
後
に
お
け
る
記
録
文
書
の
扱
い
に
関
す
る
言
及
は
な
い
が
､

一
九
四

一
年

一
二

月
二
三
日
に
長
崎
県
外
事
課
の
通
訳
を
伴
っ
た
多
数
の
日
本
当
局
者
が
領
事
館
に
侵
入
し
､
制
服
警
官
二
名
を
ガ
ー
ド
に
立
て
て
､
無
線

送
信
機
捜
索
を
口
実
に
施
設
全
体
の
捜
索
を
行
っ
た
､
と
記
さ
れ
て
い
.る
｡
彼
ら
は
退
出
に
あ
た
-
､

一
九
三
九
年
以
降
の
一
般
文
書
フ

ァ
イ
ル
の
ほ
か
､
往
復
文
書
登
録
符
二
冊
､
領
事
宛
指
令
綴
-
な
ど
の
領
事
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
､
そ
れ
に
､
大
使
館
月
の
ノ
ー
ト
や
日
記
､

私
信
な
ど
'
多
数
の
個
人
文
書
を
も
持
ち
去
っ
た
｡
こ
ら
ら
の
押
収
文
書
類
は
長
崎
の
恵
兵
隊
本
部
に
持
ち
運
ば
れ
た
と
見
ら
れ
､
イ
ギ

リ
ス
の
利
益
保
護
に
あ
た
っ
た
ス
イ
ス
公
使
館
は
長
崎
県
当
局
へ
-
り
返
し
返
還
要
求
を
行

っ
た
｡
日
本
外
務
省
な
ら
び
に
内
務
省
は
返

還
を
指
示
し
た
も
よ
う
だ
が
'
イ
ギ
リ
ス
人
領
事
が
領
事
館
を
退
去
す
る
時
点
に
至
っ
て
も
返
還
は
実
現
し
な
か
っ
た
｡
そ
の
後
'

一
九

四
二
年
五
月
五
日
に
な
っ
て
'
長
崎
県
外
事
課
磯
貝
が
領
事
の
も
と
を
訪
れ
'
前
年

一
二
月
二
三
日
に
押
収
し
た
領
事
館
文
書
と
個
人
文

書
は
'
領
事
事
務
官
に
送
り
返
す
と
口
頭
で
伝
え
た
｡
し
か
し
､
そ
の
後
同
事
務
官
の
も
と
に
'
や
は
り
返
還
は
で
き
な
い
と
の
通
知
が

3税
乃

あ
っ
た
由
で
あ
る
､
と
報
告
書
は
述
べ
て
い
る

｡



大
連在
大
連
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館
で
は
'
開
戦
の
数
日
前
､
す
で
に
機
密
文
書
の
焼
却
を
大
半
終
え
て
い
た
が
､

二

一月
八
日
当
日
､
早
朝

の
B
B
C
放
送
が
聴
取
不
能
で
あ
っ
た
た
め
開
戦
の
情
報
は
確
実
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
'
直
ち
に
暗
号
文
や
海
軍
関
係
書
類
の
廃
棄
を

開
始
し
た
｡
そ
の
後
'
武
装
警
官
が
到
着
し
て
領
事
館
の
入
り
口
を
固
め
た
の
で
'
領
事
は
領
事
館
公
邸
の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
に
文
書
を
持

(36
)

ち
込
ん
で
処
分
し
た
と
い
う
｡

な
お
'
翌

一
九
四
二
年

一
月

一
九
日
付
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
発
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
宛
電
信
に
よ
れ
ば
､
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ア
-
キ
ビ

(37
)

ス
ト
､
サ
ン
テ
ィ
ラ
ン
が
､
大
連
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
飽
文
書
を
東
京
に
移
送
す
る
た
め
'
大
連
に
向
か
っ
て
い
る
と
通
報
し
て
い
る

｡

ム
ク
デ
ン

〔藩
陽

(奉
天
)〕

在
ム
タ
デ
ン
･
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館
か
ら
の
報
告
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
｡

領
事
館
に
は
セ
ン
ト
ラ
ル

･
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
用
の
大
き
な
炉
が
あ
っ
た
の
で
､
ほ
と
ん
ど
の
重
要
機
密
文
書
や
図
書
の
焼
却
は

一
二
月

八
日
午
前
八
時
半
ま
で
に
終
了
し
た
｡
九
時
に
上
海
放
送
で
開
戦
の
確
認
を
し
た
あ
と
､
さ
ら
に
焼
却
作
業
を
続
け
た
が
､
隣
接
す
る
ア

メ
リ
カ
領
事
館
の
鹿
央
か
ら
も
文
書
の
燃
え
か
す
が
盛
ん
に
空
に
舞
い
上
が
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
｡
｢被
疑
者
索
引
簿
｣
は
惜
し
く
も

処
分
で
き
な
か
っ
た
が
'
そ
れ
を
例
外
と
し
て
､
日
本
側
の
利
益
と
な
る
よ
う
な
も
の
は
､
ハ
ル
ビ
ン
そ
の
他
に
発
信
予
定
だ
っ
た
多
数

の
機
密
書
簡
を
含
め
て
残
ら
ず
焼
却
し
た
｡

一
二
時
三
〇
分
頃
に

二

一人
ほ
ど
の
警
察
部
隊
が
到
着
し
'
指
揮
官
は
興
智
状
態
で
文
昏
保

存
庫
や
事
務
室
の
鍵
を
引
き
渡
す
こ
と
を
要
求
し
た
｡
そ
し
て
文
書
保
存
庫
に
侵
入
し
'
極
秘
電
報
コ
ー
ド
の
所
在
を
問
い
た
だ
し
た
｡

領
事
が
既
に
破
却
し
た
旨
答
え
る
と
､
そ
の
指
揮
官
は
領
事
の
面
前

一
'
二
イ
ン
チ
に
ま
で
顔
を
近
づ
け
て
'
も
し
嘘
を
言
っ
て
い
た
ら

深
刻
な
事
態
を
招
く
ぞ
､
と
脅
し
た
｡
彼
ら
は
す
べ
て
の
部
屋
を
捜
索
し
､
あ
ら
ゆ
る
引
き
出
し
や
書
類
棚
を
開
け
て
い
っ
た
が
ー
後
で

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
書
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)

]
七



史
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(お
)

見
る
と
､
多
数
の
小
切
手
帳
や
個
人
文
書
が
押
収
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
｡

京
城在
京
城
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館
か
ら
の
報
告
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
｡

一
二
月
八
日
午
前
九
時
に
上
海
か
ら
の
短
波
ラ
ジ
オ
放
送
で
開
戦
を
知
り
'
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
や
本
国
外
務
省
か
ら
は
何
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
な
か
っ
た
が
'
領
事
は
直
ち
に
残
っ
て
い
た
す
べ
て
の
機
密
図
書
や
文
書
の
焼
却
に
取
り
か
か
っ
た
｡
そ
の
後
､
イ
ギ
リ
ス
権
益
の

保
護
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
か
ら
の
連
絡
を
待
っ
た
が
'
誰
も
来
ず
､
結
局
ス
イ
ス
政
府
が
そ
の
任
に
あ

た
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
し
か
し
､
イ
ギ
リ
ス
領
事

一
行
が
京
城
を
維
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

一
九
四
二
年
六
月

一
日
ま
で
に
ス
イ
ス
政
府
代

表
者
が
到
着
し
な
か
っ
た
た
め
､
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
は
や
む
な
く
日
本
側
当
局
と
相
談
の
上
'
京
城
在
住
の
日
本
人

｢に
わ

せ
い
じ
ろ

う
｣
氏
を
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
の

〟
kanrisya″
(管
理
者
)
に
任
命
し
た

(日
本
当
局
に
よ
っ
て
封
印
さ
れ
た
事
務
所
と
ガ
レ
ー
ジ
を
除

(調
)

く
)
0以

上
が
'
日
本
国
内
な
ら
び
に
日
本
の
海
外
植
民
地
に
所
在
す
る
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館
の
'
日
英
開
戦
直
後
を
中
心
と
し
た
状
況
で
あ

る
.
い
ず
れ
も
日
本
側
に
よ
る
捜
索
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
'
東
京
で
は
少
な
く
と
も
在
外
公
館
文
書
の
不
可
侵
権
が

1
応
守
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
｡
し
か
し
､
そ
れ
以
外
の
領
事
館
で
は
'
多
か
れ
少
な
か
れ
記
録
文
書
の
押
収
が
行
わ
れ
た
も
よ
う
で
あ
る
｡

な
お
､
在
日
ス
イ
ス
代
表
部
を
通
じ
て
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に
届
け
ら
れ
た

一
九
四
二
年
五
月
二
二
日
付
け
在
東
京
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
報

(40
)

告
書
に
よ
れ
ば
'
五
月
時
点
で
の
各
在
外
公
館
文
書
の
状
況
が
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
'
紹
介
し
て
お
こ
う
｡



東
京
-

領
事
館
文
書
は
大
使
館
に
移
動
し
､
ス
イ
ス
公
使
が
ス
イ
ス
公
使
館
へ
の
移
動
を
望
ま
な
い
限
-
､
残
っ
て
い
る
大
使
館

文
書
と
と
も
に
大
使
館
に
と
ど
め
置
-
べ
L
と
提
案
さ
れ
て
い
る
｡

横
浜
-

残
存
の
総
領
事
館
文
書
は
総
領
事
館
ビ
ル
の
中
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
領
事
の
封
印
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
る
｡

神
戸

･
大
阪
-

残
さ
れ
た
記
録
文
書
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
総
領
事
館
に
移
動
済
み
｡

長
崎

･
淡
水

(台
湾
)
-

領
事
館
に
残
さ
れ
当
局
の
封
印
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
｡
し
か
し
日
本
当
局
が
持
ち

去

っ
た
長
崎
総
領
事
館
文
書
の

一
部
が
戻
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
｡

京
城

･
ム
ク
デ
ン
･
ハ
ル
ビ
ン
ー

現
地
日
本
当
局
が
領
事
館
文
書
の
一
部
を
持
ち
去
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
未
確
認
｡

大
連
-

二
名
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
代
表
が
残
っ
て
い
た
領
事
館
文
書
を
接
収
｡
神
戸
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
総
領
事
館
に
移
送
す
る
つ
も

-
だ
っ
た
が
､
移
送
さ
れ
た
か
ど
う
か
未
確
認
｡

下
関

･
営
口
-

重
要
な
記
録
文
書
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
は
少
な
い
が
､
で
き
れ
ば
'
長
崎
領
事
な
ら
び
に
ム
タ
デ
ン
代
理
総
領

事
か
ら
確
認
を
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

b

日
本
軍
事
占
領
地
の
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館

日
本
の
軍
事
占
領
地
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
飴
の
押
収
問
題
に
つ
い
て
は
'
事
件
の
発
生
な
い
し
報
告
の
年
月
順
に
見
て
い
-
こ

と
に
す
る
｡

上
海在
上
海
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
は

一
九
四

1
年

1
一
月
三
日
､
日
英
戦
争
が
勃
発
し
イ
ギ
リ
ス
が
上
海
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
際
の

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
飼
文
書
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
敬

(安
藤
)

1
九



史
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二
〇

イ
ギ
リ
ス
権
益
保
護
に
関
し
て
'
保
護
担
当
中
立
国
の
ス
イ
ス
大
使
館
担
当
官
に
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
送
っ
て
い
る
｡
そ
れ
に
よ
れ
ば
'
機

密
記
録
文
書
は
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
と
総
領
事
館
が
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
破
却
す
る
が
'
非
機
密
記
録
文
書
は
､
大
使
館
の
も
の
も
総
領
事
館
に

(4t
)

移
し
'
事
務
棟
は
接
収
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す
べ
て
捻
領
事
公
舎
内
に
保
管
す
る
こ
と
､
を
依
頼
し
て
い
る
｡

さ
ら
に

1
二
月

1
日
､
開
戦
の
際
は
最
高
裁
事
務
官
の
S
･
G
･
ア
ヴ
ィ
I
を

｢
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
管
理
者
｣
と
し
て
ス
イ
ス
総
領
事
に

付
属
さ
せ
'
記
録
文
書
保
護
の
任
務
に
あ
た
ら
せ
た
い
と
ス
イ
ス
総
領
事
に
提
案
し
て
い
る
｡
こ
の
申
請
は
開
戦
後
の
一
二
月

一
五
日
に

ス
イ
ス
総
領
事
か
ら
東
京
に
伝
達
さ
れ
'
日
本
政
府
の
承
認
が
求
め
ら
れ
た
も
よ
う
だ
が
'
以
下
の
経
過
か
ら
見
て
'
実
現
は
し
な
か
っ

(42
)

た
と
思
わ
れ
る
｡

一
二
月
八
日
の
宣
戦
布
告
後
､
日
本
軍
は
直
ち
に
上
海
国
際
共
同
租
界
を
占
領
す
る
｡
こ
れ
以
降
､
上
海
の
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館
文
書

の
管
理
を
め
ぐ
っ
て
日
英
両
国
の
間
に
起
こ
っ
た
確
執
は
､
極
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
｡
詳
し
く
見
て
み
よ
う
｡

最
初
の
一
〇
日
間
に
つ
い
て
は
詳
し
い
状
況
が
わ
か
ら
な
い
が
'
共
同
租
界
の
占
領
と
同
時
に
'
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
と
総
領
事
館
の
記

録
文
書
は
､
他
の
動
産

･
不
動
産
と
と
も
に
す
べ
て
日
本
軍
の
管
理
下
に
入
っ
た
も
よ
う
で
あ
る
｡

一
二
月

一
八
日
に
在
ベ
ル
ン
･
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
か
ら
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に
も
た
ら
さ
れ
た
電
信
情
報
に
よ
れ
ば
'
上
海
の
日
本
当
局

は

一
二
月

一
七
日
'
イ
ギ
リ
ス
'
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
'
英
連
邦
自
治
国
､
マ
ニ
ラ
'
ヴ
ア
タ
ビ
ア
に
所
在
す
る
日
本
の
在
外
公
館
文
書
す

べ
て
が
'
完
全
な
互
恵
平
等
原
則
の
も
と
に
ス
イ
ス
代
理
大
使

(公
使
)
に
実
際
に
引
き
渡
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
､
上
海
の

イ
ギ
リ
ス
大
使
館
文
書
な
ら
び
に
領
事
館
文
書
を
ス
イ
ス
総
領
事
に
移
管
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
｡

こ
れ
に
対
し
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
内
部
で
は
'
硬
軟
両
様
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
｡
強
硬
意
見
は
'
日
本
の
行
為
は
'
す
べ
て
の
敵

国
在
外
公
館
文
書
を
直
ち
に
保
護
担
当
中
立
国
に
移
管
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
国
際
慣
例
に
違
反
し
て
お
-
､
今
す
ぐ
ス
イ
ス
政
府
を

通
じ
て
抗
議
す
べ
き
だ
t
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡
慎
重
意
見
は
､
イ
ギ
リ
ス
側
も
､
実
は
日
本
官
憲
に
よ
る
在
東
京
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
の



捜
索
に
対
抗
し
て
在
ロ
ン
ド
ン
日
本
大
使
館
や
在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
総
領
事
館
の
捜
索
を
許
可
し
て
い
る
な
ど
の
事
情
が
あ
る
の
で
､

他
地
域
で
も
同
様
の
事
例
が
な
い
か
､
も
う
少
し
調
査
し
て
か
ら
に
し
た
方
が
い
い
､
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡

こ
の
時
点
で
は
後
者
の
慎
重
意
見
が
採
用
さ
れ
､

一
二
月
二
〇
日
付
で
､
ま
ず
は
イ
ギ
リ
ス
連
邦
自
治
国

(カ
ナ
ダ
'
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
､
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
等
)
と
イ
ン
ド
'
ビ
ル
マ
な
ど
に
お
い
て
､
敵
国
で
あ
る
日
本
の
在
外
公
館
文
書
を
ど
う
取
り
扱
っ
て
い
る
か
､

現
地
か
ら
情
報
収
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
.
同
時
に
､
ス
イ
ス
政
府
に
対
し
て
は
､
イ
ギ
リ
ス
が
こ
の
間
超
に
関
し
国
際
慣
行
を
遵
守
す

る
立
場
を
と
っ
て
い
る
旨
'
ま
た
日
本
が
相
互
互
恵
原
則
に
も
と
づ
き
同
様
の
こ
と
を
実
行
す
る
と
い
う
確
証
を
得
ら
れ
る
限
り
日
本
の

(43
)

在
外
公
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
干
渉
す
る
つ
も
り
が
な
い
旨
'
日
本
政
府
に
伝
え
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
に
な
った
｡

こ
れ
に
対
す
る
日
本
側
の
反
応
は
'

1
二
月
二
九
日
に
､
在
ロ
ン
ド
ン
･
ス
イ
ス
公
使
館
日
本
権
益
保
護
特
別
課
か
ら
イ
ギ
リ
ス
外
務

省
に
宛
て
ら
れ
た
公
式
書
簡
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
｡
そ
れ
に
よ
れ
ば
'
上
海
の
日
本
当
局
は
相
変
わ
ら
ず
､
ロ
ン
ド
ン
の
日
本
大
使
館
文

書
が
ス
イ
ス
公
使
館
に
移
管
さ
れ
た
と
い
う
確
証
が
な
い
限
り
'
当
地
の
ス
イ
ス
代
理
公
使
が
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
文
啓
を
引
き
取
る
こ
と

を
拒
否
し
て
い
る
t
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
｡
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
'

一
九
四
二
年

一
月

一
〇
日
に
ス
イ
ス
公
使
館
日
本
権
益
保
護
特
別

課
に
返
書
を
送
り
'
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ス
イ
ス
公
使
館
側
の
準
備
が
整
い
次
第
､
在
ロ
ン
ド
ン
日
本
大
使
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
引
き
取
-

に
同
意
を
与
え
る
用
意
が
あ
る
t
と
無
条
件
で
譲
歩
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
｡
と
は
い
え
'
こ
の
時
点
で
は
イ
ギ
リ
ス
側
も
依
然
と
し

て
在
ロ
ン
ド
ン
日
本
大
使
館
文
書
を
自
ら
の
管
理
下
に
置
い
て
い
る
わ
け
で
'
日
英
両
国
が
相
手
国
在
外
公
館
文
書
の
中
立
国
移
管
を
め

(44
)

ぐ
つ
て
､
か
け
引
き
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
｡

そ
の
後
'
約

1
か
月
の
動
き
が
不
明
だ
が
､
二
月
九
日
に
在
ベ
ル
ン
･
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
が
本
国
に
発
信
し
た
二
通
の
屯
報
で
､
上
海

(45
)

ス
イ
ス
代
理
公
使
か
ら
の
新
し
い
状
況
報
告
が
次
の
よ
う
に
伝
達
さ
れ
て
い
る

｡

そ
れ
に
よ
れ
ば
'
ス
イ
ス
代
表
部
は
い
ま
だ
イ
ギ
リ
ス

領
事
館
官
舎
と
領
事
館
文
書
を
引
き
取
る
に
い
た
っ
て
い
な
い

(大
使
館
文
書
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
)
｡
む
し
ろ
､
日
本
側

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
番
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
戟

(安
藤
)

二
1



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
五
号

(二
〇
〇
四
年
)

二
二

の
姿
勢
は
強
硬
に
な
っ
て
お
り

｢日
本
領
事
よ
り
確
証
を
得
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
'
日
本
当
局
は
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
建
物
を

自
ら
封
印
管
理
す
る
権
利
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
｣
も
よ
う
で
あ
り
'
ス
イ
ス
総
領
事
は
ス
タ
ッ
フ
を
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
さ
え
で
き
な

い
｡
そ
も
そ
も

｢日
本
当
局
は
'
上
海
は
軍
事
的
征
服
地
な
の
だ
か
ら
-
-
領
事
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
尊
重
す
べ
き
義
務
は
何
ら
存
在
し

な
い
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
も
よ
う
で
あ
る
｣
と
い
う
内
容
で
あ
る
｡
た
だ
し
同
電
報
は
他
方
で

｢イ
ギ
リ
ス
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
部

分
的
に
押
収
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
'
い
ず
れ
検
閲
の
の
ち
ス
イ
ス
側
に
安
全
に
引
き
渡
さ
れ
る
だ
ろ
う
｣
と
い
う
ス
イ
ス
代
表
部
の

楽
観
的
観
測
を
も
伝
え
て
い
る
｡

こ
の
報
告
電
報
を
め
ぐ
っ
て
､
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
内
で
は
､
そ
も
そ
も
上
海
が

｢軍
事
征
服
地
｣
で
あ
る
と
い
う
日
本
の
主
張
自
体
に

(46
)

疑
問
を
里
す
る
声
が
挙
が
っ
て
い
る
が
､
対
応
に
つ
い
て
は
や
は
り
硬
軟
両
様
に
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
｡

強
硬
意
見
は
､
日
本
に
対
し
て
公
式
に
抗
議
す
す
る
と
と
も
に
､
｢あ
ら
ゆ
る
地
域
で
日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
封
印
し
て
保
管
し
､
問

題
が

一
般
的
な
解
決
を
見
る
ま
で
中
立
国
へ
の
委
託
を
延
期
す
る
｡
し
か
る
後
に
日
本
に
対
し
て
､
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
中
国
そ
の
他

の
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
互
恵
的
取
-
扱
い
を
要
求
し
､
そ
れ
が
容
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
'
日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
安
全
は
保
証
で
き
な
い
旨
伝

え
る
べ
き
で
あ
る
｣
(極
東
部
員
ジ
ョ
ン
･
プ
レ
ナ
ン
)
と
い
う
意
見
に
代
表
さ
れ
る
｡

こ
れ
に
対
し
､
極
東
部
長
ア
シ
ェ
レ
-
･
ク
ラ
ー
ク
氏
は
日
本
が
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館
文
書
に
対
す
る
略
奪
行
為
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ

せ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
供
し
､
次
の
よ
う
に
い
う
｡
｢も
し
我
々
が
大
仕
掛
け
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
る
つ
も
り
な
ら
'
ロ
ン
ド
ン
､
オ

タ
ワ
'
メ
ル
ボ
ル
ン
､
プ
レ
ト
リ
ア
､
バ
グ
ダ
ッ
ド
､
カ
イ
ロ
の
日
本
大
使
館
文
書
と
､
リ
バ
プ
ー
ル
､
イ
ン
ド
'
ビ
ル
マ
､
セ
イ
ロ
ン

そ
の
他
多
-
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
に
あ
る
日
本
領
事
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡
し
か
し
'
日
本
も
､
東
京
､
バ
ン

コ
ク
'
上
海
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
文
書
や
､
多
く
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る

(い
く
つ
か
は
す
で

に
略
奪
さ
れ
て
い
る
が
)｡
そ
の
場
合
'
彼
ら
は
我
々
の
文
書
を
､
我
々
が
彼
ら
の
日
本
語
文
書
を
調
べ
る
よ
り
も
､
は
る
か
に
容
易
に



調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
｡
(中
略
)
(押
収
合
戦
に
よ
っ
て
)
失
う
量
は
日
本
側
の
方
が
は
る
か
に
多
い
と
し
て
も
､
利
用
で
き
る
も
の
は

我
々
の
方
が
か
え

っ
て
少
な
い
の
で
は
な
い
か
｡
(中
略
)
よ
っ
て
､
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
が
本
当
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
の
で
な
い
限
り
'

私
は
何
の
ア
ク
シ
ョ
ン
も
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
推
奨
し
た
い
｡｣

と
こ
ろ
が
､
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
で
こ
の
よ
う
な
議
論
を
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
最
中
に
､
日
本
側
は
､
占
領
地
に
お
け
る
敵
国
在
外
公
館

文
書
の
扱
い
に
つ
い
て
'
極
め
て
強
硬
な
姿
勢
に
出
る
｡

一
九
四
二
年
二
月

一
一
日
付
の
ベ
ル
ン
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
宛
報
告
電
報

に
よ
れ
ば
'
日
本
外
務
省
は
二
月
六
日
､
在
東
京
ス
イ
ス
公
使
に
対
し
'
日
本
軍
占
領
地
に
お
け
る
第
三
国
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
次
の

(47
)

よ
う
な
内
容
の
覚
書
を
手
交
し
た
｡

(-
)
日
本
軍
占
領
地
域
に
お
い
て
は
､
い
か
な
る
第
三
国
政
府
機
関
の
活
動
も
認
め
な
い
｡

(2
)
名
誉
領
事
以
外
の
第
三
国
政
府
機
関
は
退
去
を
求
め
ら
れ
特
権
は
停
止
さ
れ
る
｡
た
だ
し
､
個
人
､
公
文
書
､
そ
の
他
の
政
府

財
産
､
な
ら
び
に
個
人
財
産
は
'
こ
れ
ま
で
同
様
に
保
護
さ
れ
る
｡
(中
略
)

(3
)
名
誉
領
事
の
特
権
は
認
め
な
い
が
､
例
外
と
し
て
'
公
文
書
な
ら
び
に
そ
の
他
の
政
府
財
産
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
の

扱
い
と
す
る
｡

(4
)
い
か
な
る
第
三
国
政
府
職
員
も
当
分
の
間
､
日
本
軍
占
領
地
域
へ
の
立
ち
入
り
､
赴
任
は
許
可
さ
れ
な
い
｡

(5
)
日
本
軍
占
領
地
に
残
さ
れ
た
第
三
国
政
府
財
産
は
'
日
本
軍
が
こ
れ
を
管
理
す
る
も
の
と
す
る
｡

こ
れ
に
対
し
､
イ
ギ
リ
ス
政
府
外
務
省
は
二
月
二
二
日
'
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
代
表
部
に
電
報
を
送
り
'
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
政
府
に
対
し
'
同
国
が
ス
イ
ス
に
代
わ
る
新
し
い
イ
ギ
リ
ス
権
益
の
保
護
国
と
し
て
､
香
港
'
マ
ニ
ラ
そ
の
他
の
日
本
占
領
地
域
に

(48
)

入
る
よ
う
､
依
頼
を
指
示
し
て
い
る

｡

そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
､
ま
だ
詳
し
-
掌
振
し
て
い
な
い
｡

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
香
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)



史
料
飴
研
究
紀
要

第
三
五
号

(二
〇
〇
四
年
)

サ
イ
ゴ
ン
'
ハ
ノ
イ
､
広
東

在
サ
イ
ゴ
ン

･
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
の
.-

秘
密
文
書
を
含
む
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
日
本
当
局
に
よ
っ
て
押
収
さ
れ
た
旨
の
報
告
は
'

1
九
四

(49
)

二
年

一
月
三
〇
日
に
在
ベ
ル
ン
･
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
か
ら
外
務
省
本
省
へ
も
た
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
'
ス
イ
ス
政
府
が
イ
ン
ド
シ
ナ
政

府
か
ら
受
け
取
っ
た
情
報
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

同
じ
-
在
ベ
ル
ン
･
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
か
ら
の
1
九
四
二
年

1
0
月

1
0
日
付
け
電
報
に
よ
れ
ば
'
日
本
政
府
外
務
省
は
ス
イ
ス
政
府

に
対
し
'
イ
ン
ド
シ
ナ
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
文
書
を
必
要
に
応
じ
押
収
す
る
決
定
を
変
え
て
い
な
い
旨
伝
え
て
き
て
い
る
｡
イ
ギ
リ
ス
外

務
省
は

一
一

月六
日
の
ベ
ル
ン
宛
て
返
信
で
'
ハ
ノ
イ
の
ス
イ
ス
領
事
に
対
し
､
も
し
押
収
が
試
み
ら
れ
た
場
合
に
は
速
や
か
な
通
知
を

(班
)

依
頼
す
る
よ

う指
示
を
出
し
て
い
る
｡

そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
だ
が
､

1
九
四
二
年

1
二
月
九
日
の
在
ベ
ル
ン

･
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
か
ら
の
報
告
で
は
､
ス
イ

ス
領
事
の
書
面
な
ら
び
に
口
頭
に
よ
る
要
求
に
も
関
わ
ら
ず
'
サ
イ
ゴ
ン
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
文
書
の
引
き
渡
し
に
つ
い
て
日
本
側
か
ら

は
何
の
回
答
も
な
か
っ
た
と
い
う
｡
し
か
し
ハ
ノ
イ
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
文
書
は
ハ
イ
ボ
ン
に
お
い
て
回
収
に
成
功
し
た
t
と
さ
れ
て
い

(51
)

る

｡

こ
れ
か
ら
見
る
と
'
ハ
ノ
イ
の
領
事
館
文
書
も
や
は
り
日
本
側
に
押
収
さ
れ
て
い
た
も
よ
う
で
あ
る
｡

サ
イ
ゴ
ン
の
領
事
館
文
書
の
押
収
を
め
ぐ
つ
て
は
'
上
海
な
ど
の
場
合
と
異
な
り
､
ス
イ
ス
政
府
を
通
じ
て
日
本
政
府
に
正
式
に
抗
議

(52
)

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
｡
そ
の
決
定
に
い
た
る
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
内
の
議
論
も
'
な
か
な
か
興
味
深
い
｡

極
東
部
員

L
･
H
･
フ
ォ
ー
ル
ズ
氏
は
'
｢
日
本
側
は
､
ド
イ
ツ
に
よ
る
在
ノ
ル
ウ
ェ
イ
在
デ
ン
マ
ー
ク
英
国
領
事
館
文
書
押
収
へ
の

報
復
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
ド
イ
ツ
領
事
館
文
書
に
対
し
て
行
っ
た
と
同
じ
こ
と
を
､
サ
イ
ゴ
ン
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
文

書
に
対
し
て
行

っ
た
だ
け
だ
と
主
張
す
る
可
能
性
が
あ
る
｣
と
し
て

｢
日
本
へ
の
抗
議
の
際
に
は
'
彼
ら
が
行
っ
た
広
東
の
領
事
館
文
書

押
収
や
'
中
国
他
地
域
で
の
領
事
館
文
書
引
き
渡
し
要
求
に
言
及
す
べ
き
だ
｣
と
主
張
し
た
｡
そ
の
結
果
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
､
抗
議



文
に
は
広
東
の
領
事
館
文
書
へ
の
言
及
が
含
ま
れ
て
い
る
｡

外
務
省
法
律
顧
問
ウ
ィ
リ
ア
ム

･
E
･
ベ
ケ
ッ
ト
氏
は
､
｢
(-
)
軍
事
占
領
地
域
の
領
事
館
文
書
の
尊
重
を
う
た
っ
た
国
際
法
や
国
際

慣
例
は
存
在
し
な
い
｣
と
い
う
考
え
方
と
､
｢
(2
)
我
々
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
行
動
に
抗
議
を
妨
げ
る
も
の
が
あ
っ
た
｣
と
い
う
考
え
方

を
い
ず
れ
も
否
定
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
､
今
回
の
日
本
に
よ
る
複
数
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
文
書
押
収
事
件
に
抗
議
す
べ
き
こ
と
は
明
白
だ
､

と
指
摘
し
た
｡

〕町
〔

前
者

(-
)
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
､
ベ
ケ
ッ
ー
氏
は
ク
ロ
ー
ソ
ン
委
員
会

の
調
査
結
果
を
参
照
し
て
い
る
ほ
か
､
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
図

書
館
に
'
第

一
次
大
戦
時
の
敵
国
占
領
地
域
に
お
け
る
領
事
館
員
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
調
査
メ
モ
を
提
出
さ
せ
､
こ
れ
を
検
討
し

て
い
る
｡
ち
な
み
に
同
調
査
メ
モ
の
結
論
部
分
は
､

(

a

)

敵
占
領
地
域
の
領
事
館
磯
貝

･
施
設
と
､
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
の
間
に
'
特
権

･
免
除
等
の
明
確
な
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
｡

(b
)
ギ
リ
シ
ャ
領
が

一
九

一
六
年
に
占
領
さ
れ
た
と
き
に
は
仏
英
軍
当
局
は
そ
の
よ
う
な
特
権
を
考
慮
し
な
か
っ
た
｡

(

C

)

敵
政
府

(ド
イ
ツ
か
)
は
国
際
法

･
国
際
慣
例
へ
の
違
反
行
為
に
対
し
て
抗
議
し
て
い
る
｡

(d
)
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
軍
事
上
の
必
要
性
に
照
ら
し
て
行
為
を
正
当
化
す
る
の
み
で
あ
っ
た
が
'

(
e
)

イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に
事
前
の
相
談
が
可
能
だ
っ
た
場
合
に
は
､
領
事
館
文
書
の
略
奪
を
せ
ぬ
よ
う
警
告
す
る
な
ど
の
よ
り
適
切

な
手
段
が
と
ら
れ
て
い
る
｡

と
い
う
も
の
で
あ
り
､
ベ
ケ
ッ
ト
氏
は

｢
こ
れ
か
ら
み
る
と
第

1
次
大
戦
時
に
も
少
な
く
と
も
領
事
館
文
書
等
を
尊
重
す
る
ル
ー
ル
は
あ

-
外
務
省
も
そ
れ
を
是
認
し
て
い
た
｡
が
､
時
に
軍
事
行
動
が
そ
れ
に
先
行
し
た
｣
と
ま
と
め
て
い
る
｡

ま
た

(2
)
の
問
題
に
つ
い
て
､
ベ
ケ
ッ
ト
氏
は
､
｢今
次
戦
争
で
イ
ギ
リ
ス
は
確
か
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
ド
イ
ツ
領
事
館
文
書
を
略

奪
し
､
イ
タ
リ
ア
領
東
ア
フ
リ
カ
で
も
ド
イ
ツ
領
事
銀
文
書
を
押
収
し
た
可
能
性
が
あ
.pQ
が
ー
こ
れ
ら
の
行
為
は

一
九
四
〇
年
の
ド
イ
ツ

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
啓
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)

二
五



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
五
号

(二
〇
〇
四
年
)

二
六

占
領
地
域
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
文
書
押
収
に
付
す
る
報
復
で
あ
り
'
明
確
に
正
当
化
で
き
る
｡

一
般
に
今
次
の
戦
争
に
お
い
て
､

敵
国
の
領
事
や
敷
革
館
文
書
に
対
し
て
我
々
は
た
い
へ
ん
良
心
的
で
あ
る
｡
･･････
(た
と
え
ば
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日
本
領
事
は
逮
捕
さ

れ
て
身
柄
を
保
護
さ
れ
て
い
る
が
'
そ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
は
ほ
と
ん
ど
不
干
渉
と
理
解
し
て
い
る
｣
と
述
べ
て
､
後
ろ
め
た
い
行
動
は

(別
)

な
い
と
し
て
い
る

｡

以
上
か
ら
'
ベ
ケ
ッ
ト
氏
は

｢本
件
に
関
し
て
は
抗
議
す
べ
き
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
に
ふ
れ
て
事
実
を
述
べ
た
後
'
日
本
人
に

よ
る
こ
れ
ら
の
領
事
館
文
書
押
収
と
検
閲
が
'
領
事
館
文
書
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
了
解
慣
例
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
旨

述
べ
る
べ
き
で
あ
る
｣
と
結
論
づ
け
て
い
る
｡

こ
れ
が
最
終
的
に
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
公
式
見
解
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
'
同
省
は

一
九
四
二
年

一
二
月
二
二
日
付
け
の
在
ベ
ル
ン
･

イ
ギ
リ
ス
公
使
館
宛
電
報
で
､
広
東
な
ら
び
に
サ
イ
ゴ
ン
の
領
事
館
文
書
の
押
収
に
閑
し
､
ス
イ
ス
政
府
を
通
じ
て
日
本
政
府
に

｢連
合

王
国
政
府
は
日
本
軍
当
局
に
よ
る
広
東
な
ら
び
に
サ
イ
ゴ
ン
の
英
国
領
事
館
文
書
の
押
収
に
対
し
'
公
式
抗
議
を
表
明
す
る
｡
当
政
府
はU捜
E

こ
こ
に
'
か
か
る
押
収
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
保
留
す
る
も
の
で
あ
る
｣
と
い
う
内
容
の
抗
議
文
を
伝
達
す
る
よ
う
指
令
し
て
い

る

｡

北
京一
九
四
三
年
四
月
二
八
日
に
ス
イ
ス
政
府
か
ら
イ
ギ
リ
ス
政
府
外
務
省
に
も
た
ら
さ
れ
た
報
告
に
よ
れ
ば
､
同
年
四
月
六
日
'
在
北
京

ス
イ
ス
外
交
代
表
が
日
本
大
使
館
職
月
の
立
ち
会
い
の
も
と
に
旧
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
検
査
を
行
っ
た
際
'
軍
服
な
ら

び
に
私
服
を
着
用
し
た

一
二
人
ほ
ど
の
日
本
人
が
大
使
館
事
務
棟
と
保
管
庫
を
開
扉
し
､
文
書
'
地
図
､
図
書
な
ど
を
持
ち
去
っ
た
｡
イ

ギ
リ
ス
外
務
省
は
こ
れ
に
対
し
て
は
比
較
的
迅
速
な
反
応
を
示
し
'
｢連
合
王
国
政
府
は
'
日
本
の
軍
人
そ
の
他
の
公
務
磯
貝
が

一
九
四

三
年
四
月
六
日
に
北
京
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
施
設
に
侵
入
し
､
内
部
で
発
見
さ
れ
た
文
書
､
地
図
､
図
書
類
を
捕
獲
し
た
こ
と
に
対
し
公



式
に
抗
議
す
る
｡
ま
た
､
か
か
る
捕
獲
に
関
し
て
､
当
政
府
は
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
保
留
す
る
旨
通
告
す
る
｣
と
い
う
文
面
の
抗
議
文
を
作

〕郡
n

成
し
て
'
五
月

一
八
日
に
'
ス
イ
ス
政
府
に
対
し
日
本
政
府
へ
の
伝
達
を
依
頼
し
て
い
る

｡

と
こ
ろ
が
､
そ
の
直
後
'
五
月
二
九
日
に
ス
イ
ス
政
府
か
ら
､
北
京
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
の
す
べ
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
四
月
末
に
日

本
当
局
に
よ
っ
て
押
収
さ
れ
'
そ
の
日
的
は
､
ど
う
や
ら
華
北
の
イ
ギ
リ
ス
人
な
ら
び
に
刑
事
事
件
に
関
す
る
秘
密
情
報
を
含
む
フ
ァ
イ

(57
)

ル
の
捜
索
で
あ
る
ら
し
い
､
と
い
う
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
｡

そ
の
後
し
ば
ら
く
の
動
き
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
､
翌

一
九
四
四
年

一
月
六
日
に
ス
イ
ス
政
府
は
､
北
京
の
米
英
大
使
飽
な

ら
び
に
占
領
下
中
国
各
地
の
連
合
国
領
事
館
か
ら
日
本
が
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
押
収
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
､
日
本
外
務
省
と
の
や
り
と

(班
)

り
の
状
況
を
イ
ギ
リ
ス
に
通
報
し
て
い
る
｡

そ
れ
に
よ
れ
ば
'
北
京
の
米
英
大
使
館
文
書
の
押
収
事
件
な
ど
を
う
け
､
米
国
政
肘
か
ら
日
本
政
府
に
対
し
交
戦
国
在
外
公
館
文
書
の

保
護
に
つ
い
て
糾
問
が
な
さ
れ
た
ら
し
い
｡
そ
れ
に
対
す
る
日
本
外
務
省
の
回
答
が
'

一
九
四
三
年
七
月
二
三
日
付
で
示
さ
れ
て
い
る
｡

要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡

1

日
本
政
府
は
'
米
英
そ
の
他
の
交
戦
国
の
外
交
使
節
な
ら
び
に
領
事
機
関
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
尊
重
す
る
意
志
を
法
で
明
記
し
て

い
る
｡
こ
れ
は
利
益
保
護
国
と
し
て
ス
イ
ス
も
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
日
本
政
肘
は
､
ス
イ
ス
に
よ
る
交
戦
国
の
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
保
護
は
､
国
際
法
上
の
ル
ー
ル
に
よ
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
'
ス
イ
ス
の
自
発
的
か
つ
親
切
心
に
よ
る
特
別
な
措
置
で
あ
る
と
理

解
す
る
｡

2

交
戦
国
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
利
益
保
護
国
に
引
き
渡
す
前
に
検
査
す
る
と
い
う
日
本
政
府
の
決
定
は
'
極
め
て
当
然
な
も
の
で
あ

る
｡
こ
の
組
点
か
ら
'
北
京
の
日
本
当
局
は
旧
米
国
代
表
部
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
検
査
を
行
お
う
と
し
た
が
､
文
番
の
数
畳
と
性
格
上
､

現
場
で
の
調
査
が
困
錐
で
あ
っ
た
た
め
､
J
時
的
に
持
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
際
'
検
査
終
了
後
直
ち
に
返
還
L
t
利
益
保

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
杏
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
敬

(安
藤
)

二
七



史
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四
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護
国
の
管
理
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
こ
と
は
十
分
理
解
さ
れ
て
い
た
｡

3

日
本
当
局
は
､
ス
イ
ス
代
表
部
に
対
し
て
十
分
に
意
図
を
説
明
し
､
誤
解
を
防
ぐ
た
め
に
ス
イ
ス
代
表
の
検
査
立
ち
会
い
を
認
め

て
い
た
旨
保
証
す
る
｡
日
本
外
務
省
は
'
日
本
当
局
の
こ
の
よ
う
な
予
防
策
に
も
関
わ
ら
ず
誤
解
が
生
じ
た
こ
と
を
深
く
遺
憾
に
思

い
､
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
｡

こ
の
回
答
の
中
で
'
ス
イ
ス
代
表
が
あ
た
か
も
日
本
当
局
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
検
査
に
協
力
し
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
反
擬
し

た
ス
イ
ス
政
府
は
'
在
東
京
ス
イ
ス
公
使
を
通
じ
て
日
本
外
務
省
に
抗
議
の
意
を
込
め
た
意
見
表
明
を
行
っ
た
｡
そ
れ
に
対
す
る
日
本
外

務
省
の
返
答
が

1
九
四
三
年

7
二
月
二
八
日
に
出
て
い
る
o
そ
の
内
容
は
米
国
に
対
す
る
先
の
回
答
と
ほ
ぼ
同
じ
で
'
次
の
よ
う
な
要
旨

で
あ
る
｡

1

帝
国
政
府
は
中
国
に
お
け
る
敵
国
大
使
館
'
公
使
館
'
領
事
官
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
尊
重
し
､
そ
れ
を
押
収
す
る
意
図
は
な
い
｡

ス
イ
ス
政
府
は
'
日
本
当
局
が
利
益
保
護
国
引
き
渡
し
前
に
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
検
査
を
行
う
こ
と
に
異
議
を
お
持
ち
の
よ
う
だ
が
､
帝

国
政
府
は
､
利
益
保
護
国
に
委
託
す
る
た
め
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
予
備
的
検
査
は
'
国
際
法
上
の
原
則
に
照
ら
し
て
も
当
然
の
手
続

き
と
理
解
し
て
い
る
｡

2

帝
国
政
府
が
こ
れ
ま
で
中
国
等
の
日
本
統
治
地
域
に
お
い
て
敵
国
在
外
公
館
文
書
を
尊
重
し
て
き
た
の
は
'
国
際
法
上
の
責
務
と

い
う
よ
り
も
､
む
し
ろ
帝
国
政
府
自
ら
の
意
志
に
よ
る
慈
善
行
為
で
あ
る
｡
よ
っ
て
､
中
国
に
お
け
る
敵
国
利
益
代
表
国
は
'
あ
く

ま
で
日
本
当
局
の
設
け
る
制
限
の
も
と
で
の
み
権
利
を
行
使
で
き
る
｡
利
益
保
護
国
に
引
き
渡
す
前
に
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を

一
時
的
に

持
ち
去
り
検
査
を
行
う
こ
と
は
､
法
に
基
づ
い
た
行
為
で
は
な
い
が
'
誤
解
を
防
ぐ
た
め
'
日
本
当
局
は
ス
イ
ス
当
局
に
立
ち
会
い

を
求
め
協
力
を
期
待
し
た
｡
も
し
ス
イ
ス
当
局
が
現
場
で
全
面
的
に
協
力
し
て
く
れ
る
な
ら
'
検
査
は
加
速
し
､
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を

早
く
元
の
場
所
に
戻
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
｡



こ
の
日
本
側
回
答
を
う
け
'
ス
イ
ス
政
府
は
あ
ら
た
め
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
､
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
検
査
へ
の
立
ち
会
い
承
認
を
求
め
て
い

(59
)

る
｡
そ
れ
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
'

一
九
四
四
年
二
月
八
日
'
次
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
｡

1

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
国
際
法
と
国
際
慣
例
の
も
と
に
お
い
て
'
過
去
も
現
在
も
非
干
渉
の
権
利
を
有
す
る
｡
し
た
が
っ
て
､
英
国
大

使
館
職
員
は
'
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
廃
棄
す
る
か
中
立
国
に
手
渡
す
か
の
選
択
を
行
う
権
利
を
有
し
て
い
た
｡
い
ず
れ
に
し
て
も
､
英

国
政
府
は
日
本
当
局
が
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
調
査
し
た
り
検
査
し
た
り
す
る
こ
と
が
合
法
だ
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
実
に
､
そ

の
よ
う
な
検
査
行
為
は
､
中
立
国
が
立
ち
会
っ
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
'
外
交
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
な
ら
び
に
文
書
に
備
わ
っ
た
秘
密
性

に
対
す
る
探
刻
な
侵
害
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
｡

2

英
国
政
府
は
､
ス
イ
ス
政
府
が
そ
の
職
員
に
対
し
､
い
か
な
る
場
合
に
も
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
調
査
に
協
力
し
な
い
よ
う
指
示
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
｡
な
ぜ
な
ら
'
日
本
政
府
に
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
押
収
と
い
う
彼
ら
の
違
法
行
為
が
承
認
さ
れ
た
と
い
う
主
張
の
口

実
を
与
え
な
い
た
め
で
あ
る
｡

な
お
'
北
京
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
か
ら
押
収
さ
れ
た
文
書
'
地
図
､
図
審
類
は
日
本
敗
戦
時
ま
で
返
還
さ
れ
ず
'

1
九
四
五
年
九
月
五
日

と

一
七
日
に
ご
く

一
部
が
戻
っ
た
も
の
の
､
大
半
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
｡
戦
後
､
押
収
の
安
佳
肴
と
目
さ
れ
る
元
在
北
京
日
本
大
使
館

(00
)

月
な
ど
を
通
じ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
等
の
原
状
復
帰
が
試
み
ら
れ
た
形
跡
が
あ
る
が
､
結
果
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
｡

仙
頭
､
直
門

1
九
四
三
年
七
月
二
七
日
の
在
ベ
ル
ン
･
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
'
上
海
ス
イ
ス
代
理
公
使
の
代
理
が
五
月
に
仙
頭

と
直
門
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
ビ
ル
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
､
ビ
ル
は
無
事
だ
っ
た
が
日
本
人
が
鍵
を
管
理
し
て
お
り
､
仙
頭
で
は
ア
ー
カ
イ
ブ

(61
)

ズ
が
日
本
軍
当
局
に
よ
っ
て
持
ち
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
｡
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
'
今
回
は
直
ち
に
抗
議
の
方
針
を
決
定
し
'
八
月
四
日

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
番
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)

二
九



史
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三
〇

付
け
の
ベ
ル
ン
宛
て
返
電
で
､
日
本
政
府
に
対
し
'
仙
頭
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
に
お
け
る
日
本
当
局
に
よ
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
持
ち
出
し
と
'

イ
ン
ド
兵
捕
虜
へ
の
訪
問
不
許
可
に
つ
い
て
公
式
に
抗
議
す
る
よ
う
'
ス
イ
ス
政
府
当
局
へ
の
依
頼
を
指
示
し
て
い
る
｡

(62
)

こ
の
件
に
関
す
る
ス
イ
ス
政
府
か
ら
イ
ギ
リ
ス
政
府
へ
の
報
告
は
'

一
九
四
三
年

一
〇
月
二
九
日
に
入
っ
て
い
る
｡
そ
の
内
容
は
次
の

通
り
で
､
こ
れ
を
見
る
限
り
'
日
本
政
府
は
仙
頗
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
文
書
押
収
の
事
実
を
認
め
て
い
な
い
｡

1
九
四
三
年
八
月
七
日
の
口
上
書
V
ZZJ3
4
tJ
4
3
に
関
し
て
'
連
邦
政
治
局
外
国
権
益
課
は
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
に
次
の
こ
と
を
お
知

ら
せ
す
る
｡
東
京
の
ス
イ
ス
公
使
は
､
仙
頭
領
事
館
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
奪
取
に
つ
い
て
'
ま
た
こ
の
町
の
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た

イ
ン
ド
兵
捕
虜
へ
の
訪
問
を
要
求
し
た
ス
イ
ス
代
表
を
日
本
の
管
轄
当
局
が
拒
絶
し
た
こ
と
に
つ
い
て
'
日
本
外
務
省
に
対
し
調
停

を
行
な
っ
た
｡

日
本
の
外
務
省
は
'
ス
イ
ス
公
使
に
対
す
る
返
答
と
し
て
'
以
下
の
よ
う
な
通
知
を
し
た
｡

(-
)
日
本
政
府
が
仙
頭
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
を
閉
鎖
し
た
時
､
事
務
所
の
書
類
を
焼
却
中
だ
っ
た
領
事
は
､
金
庫
と
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
を
開
銀
し
た
｡
同
領
事
は
'
本
国
送
還
の
際
に
書
類
を
持
ち
帰
っ
た
｡

(2
)
ス
イ
ス
公
使
館
は
､
問
題
の
捕
虜
キ
ャ
ン
プ
訪
問
が
認
可
さ
れ
次
第
､
連
絡
を
受
け
る
は
ず
で
あ
る
｡

ベ

ル
ン

1
九
四
三
年

1
0
月
二
九
日

イ
ギ
リ
ス公

使
館

ベ
ル
ン



C

非
占
領
地
の
イ
ギ
リ
ス
在
外
公
館

バ
ン
コ
ク

日
英
開
戦
時
'
シ
ャ
ム
は
ピ
プ
ン
政
権
の
も
と
で
日
本
の
軍
事
行
動
に
追
随
す
る
立
場
を
と
っ
た
｡
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
史
料
に
よ
れ
ば
'

開
戦
後
'
シ
ャ
ム
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
､
領
事
飴
の
施
設
な
ら
び
に
す
べ
て
の
動
産
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
ス
イ
ス
領
事
の
管
理
に
移
管
さ

れ
た
｡
と
こ
ろ
が
'
イ
ギ
リ
ス
公
使
が
バ
ン
コ
ク
を
離
れ
た
の
ち
'
シ
ャ
ム
政
府
な
ら
び
に
日
本
当
局
に
よ
っ
て
'
そ
れ
ら
の
不
可
侵
権

に
対
す
る
深
刻
な
侵
害
が
行
わ
れ
､
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
シ
ャ
ム
政
府
に
対
し
て
抗
議
を
行
っ
た
｡
こ
の
事
件
で
は
､
必
ず
し
も
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
が
問
題
の
中
心
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
'
戦
時
に
お
け
る
'
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
を
含
む
在
外
公
館
財
産
の
不
可
侵
性
を
め
ぐ
る
国
際
法

や
国
際
慣
例
の
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
る
の
で
'
や
や
詳
し
く
史
料
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
｡

次
の

【
A
】
は
'
イ
ギ
リ
ス
政
府
外
務
省
が
作
成
し
た
'
シ
ャ
ム
政
府
宛
覚
書
の
ド
ラ
フ
ト
と
思
わ
れ
る
史
料
､
【
B
】
は

【
A
】
を

(田
)

作
成
す
る
た
め
の
部
内
検
討
資
料
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

｡

一
部
要
約
し
な
が
ら
掲
げ
る
｡
な
お

(

)
内
は
､
筆
者
に
よ
る
補
足
で

あ
る
｡【

A
】
シ
ャ
ム
政
府
宛
覚
書
ド
ラ
フ
ト

(か
)

1

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
'
シ
ャ
ム
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
施
設
な
ら
び
に
財
産
に
閑
し
､
シ
ャ
ム
な
ら
び
に
日
本
当
局
に
よ
る

極
め
て
深
刻
な
外
交
不
可
侵
権
の
侵
害
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
た
い
｡

今
次
戦
争
な
ら
び
に
先
の
戦
争
で
英
国
改
称
と
そ
の
同
盟
､
お
よ
び
敵
国
側
双
方
に
よ
っ
て
1
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
通
常
の

方
法
に
従
い
'
シ
ャ
ム
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
'
領
事
館
の
施
設
な
ら
び
に
す
べ
て
の
動
産
'
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
'
ス
イ
ス
領
事
の

管
理
に
移
管
さ
れ
た
｡
そ
れ
ら
の
不
可
侵
権
に
対
す
る
侵
害
の
事
実
は
中
立
保
護
勢
力
の
報
告
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
｡

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
書
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
敬

(安
藤
)

三
一



史
料
館
研
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要

第
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五
号

(二
〇
〇
四
年
)

三
二

(i
)
イ
ギ
リ
ス
公
使
が
バ
ン
コ
ク
を
離
れ
た
後
､
ス
イ
ス
領
事
は
日
本
な
ら
び
に
シ
ャ
ム
当
局
者
に
よ
っ
て
公
使
館
施
設
の
鍵
を

引
き
渡
す
よ
う
強
制
さ
れ
占
拠
さ
れ
た
｡
公
使
館
ス
タ
ッ
フ
の
自
動
車
の
引
き
渡
し
も
強
制
さ
れ
た
｡

(
‥
It

)

ス
イ
ス
領
事
は
自
ら
の
保
護
下
に
あ
る
公
使
飴
ビ
ル
へ
の
立
ち
入
り
を
拒
否
さ
れ
た
｡

(

…
tIt

)

(

一
九
四
二
年
)
八
月
二
六
日
､
日
本
軍
ア
タ
ッ
シ
ュ
の
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
徴
発
で
き
な
い
か
と
考
え
､
シ
ャ
ム

･
日
本
の

混
合
委
員
会
が
公
使
館
を
訪
問
｡

(
.Ⅳ
)

シ
ャ
ム
外
務
大
臣
は
九
月
九
日
の
覚
書
で

｢イ
ギ
リ
ス
公
使
館
で
発
見
さ
れ
た
特
定
物
品
の
使
用
が
軍
事
上
必
要
で
あ
る
こ

(糾
)

と
に
鑑
み
'
軍
当
局
は
防
衛
軍
司
令
官
の
承
認
に
も
と
づ
き
同
封
の
リ
ス
ト
に
あ
る
物
品

の

押
収
を
希
望
す
る
｡
ス
イ
ス
領

事
に
対
し
こ
の
十
分
に
熟
考
さ
れ
た
押
収
に
関
す
る
便
宜
供
与
を
期
待
す
る
｣
旨
､
ス
イ
ス
領
事
に
通
知
｡

(
Ⅴ
)

九
月

一
一
日
､
シ
ャ
ム
外
務
大
臣
は
､
チ
ェ
ン
マ
イ
､
ナ
コ
ー
ン
ラ
ン
バ
ン
､
ソ
ン
タ
ラ
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
な
ら
び
に
チ

エ
ン
ラ
イ
､
プ
レ
の
領
事
別
荘
の
引
き
取
り
を
申
請
し
て
い
る
ス
イ
ス
領
事
に
返
答
を
送
り
'
シ
ャ
ム
内
の
イ
ギ
リ
ス
領
事

館
な
ら
び
に
領
事
別
荘
は
'
す
べ
て
'
防
衛
軍
司
令
官
の
命
令
に
よ
り
軍
当
局
に
よ
っ
て
軍
事
目
的
の
た
め
に
接
収
さ
れ
た

旨
通
知
し
た
｡

2

(シ
ャ
ム
政
府
主
張
)

､
ス
イ
ス
領
事
が
行
っ
た
'
国
際
法
違
反
の
抗
議
に
対
し
､
シ
ャ
ム
政
府
は
次
の
よ
う
に
返
答
｡

彼
ら

(ス
イ
ス
領
事
ら
)
が
引
用
し
た

(国
際
法
の
)
権
威
者

(サ
ト
ウ
､
ハ
イ
ド
､
フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
の
こ
と
｡
後
掲
)
に
よ

れ
ば
､
外
交
代
表
者
公
館
の
不
可
侵
権
は
外
交
代
表
者
個
人
の
独
立
性
と
不
可
侵
権
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
｡
シ
ャ
ム

政
府
は
こ
の
不
可
侵
権
を
完
全
に
尊
重
す
る
｡

し
か
し
外
交
代
表
者
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ
が
離
れ
た
後
は
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
異
な
る
｡
平
時
に
大
使
館
な
い
し
公
使
館
施
設
と
し
て



使
わ
れ
て
い
る
外
国
の
公
的
財
産
が
'
戦
時
ま
た
は
外
交
関
係
断
絶
時
に
お
い
て
接
収
ま
た
は
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
は
先
例

.
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
｡

3

(イ
ギ
リ
ス
政
府
反
論
)

こ
の
最
後
の
議
論
は
､
国
際
法
上
で
も
文
明
国
の
国
際
礼
譲
か
ら
も
支
持
で
き
な
い
こ
と
は
､
と
り
わ
け
今
次
な
ら
び
に
前
回

の
戦
争
に
お
け
る
す
べ
て
の
勢
力
が
と
っ
た
実
例
か
ら
も
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
り
､.よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
こ
れ
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡

4

(イ
ギ
リ
ス
政
府
主
張
の
根
拠
)

.
以
下
に
挙
げ
る
例
は
､
法
と
慣
例
の
双
方
に
関
す
る
も
の
で
'
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
主
張
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
に
十
分
な
も
の

で
あ
る
｡
ま
ず
慣
用
の
事
例
を
最
初
に
掲
げ
る
｡
こ
れ
ら
は
'
第

一
項
で
述
べ
た
シ
ャ
ム
政
府
が
と
っ
た
行
動
と
は
明
白
な
る
相

違
を
示
し
て
い
る
｡

5

(
a
)

今
次
戦
争
の
す
べ
て
の
交
戦
国
は
､
枢
軸
国
を
含
め
'
シ
ャ
ム
を
例
外
と
し
て
'
大
使
館
や
領
事
館
施
設
の
接
収
な
い

し
侵
害
を
避
け
て
い
る
｡

(b
)
前
の
戦
争
を
通
じ
て
も
'

一
般
的
な
非
艶
の
対
象
と
な
っ
た

1
'
二
の
嘆
か
わ
し
い
例
外
を
除
い
て
､
敵
国
領
域
内
に

あ
る
外
交
財
産
は
日
本
を
含
む
各
国
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
た
｡

6

(国
際
法
権
威
者
の
見
解
の
検
討
)

以
上
の
よ
う
な
文
明
国
の
近
年
の
取
り
扱
い
に
よ
る
証
明
か
ら
､
次
に
は
国
際
法
権
威
者
の
著
作
に
目
を
移
し
､
ま
ず
シ
ャ
ム

政
府
自
身
が
引
用
し
て
い
る
著
者
た
ち
が
ど
う
述
べ
て
い
る
か
見
て
み
よ
う
｡

(
防
)

(
a
)
H
y
d
e
.

Zn
teL･L7atLJO
naL
L
,a
w
.C
h
L'en
Y
aS
LrZteTP
T
e
te
d
an
d
A
p
p
JL'ed
by
th
e
tTL7LJte
d
S
ta
te
s
(V
o
Lu
m
e

D
.

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
香
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)

三
三



史
料
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第
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(二
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〇
四
年
)

三
四

S439
‥
外
交
代
表
者
の
外
交
特
権
や
被
保
護
権
は
'
外
交
任
務
が
突
然
停
止
ま
た
は
中
断
し
た
場
合
で
も
消
滅
す
る
こ
と
は

な
い
｡
義

剖
画
材矧
(停
止
や
中
断
後
)
も
彼
が
被
侶
任
国
を
出
国
す
引
猶
予
の
た
め
'

尋

利

(傍
線
は
原
文
で
は
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
)O
(中
略
)

仮
に
任

務
の
中
止
が
､
外
交
代
表
者
の
国
と
彼
が
信
任
を
得
て
赴
任
し
て
い
る
国
と
の
間
の
戦
争
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
場
合

で
も
'
外
交
代
表
者
と
随
行
員
を
あ
ら
ゆ
る
暴
力
や
非
礼
か
ら
保
護
し
､
ま
た
適
切
な
方
法
で
出
国
の
便
宜
を
は
か
る
こ
と

は
'
信
任
国
側
の
義
務
で
あ
る
｡

シ
ャ
ム
政
府
は
明
ら
か
に
傍
線
の
部
分
を
重
視
し
て
い
る
が
､
同
じ
著
者
は
後
の
部
分
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
｡

i450
:
戦
争
に
よ
り
二
国
間
の
外
交
関
係
が
断
絶
し
た
と
き
に
は
､
戦
争
相
手
国
の
領
域
内
に
い
る
自
国
民
の
権
益
を
守
る

た
め
､
第
三
国
の
外
交
代
表
者
が
共
同
で
招
樗
さ
れ
る
O
(中
略
)
暑

N副
1
Jq
叫
矧
ヨ
矧
叫
仙
川封
仙川
劃
劃

は
､
保
護
を
任
さ
れ
た
国
民
の
所
属
す
る
交
戦
国
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
や
そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
も
委
任
を
受
け
る
こ
と
に

劃

(傍
線
は
原
文
で
は
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
)｡
も
し
'
第
三
国
の
外
交
代
表
者
が
そ
の
国
旗
を
大
使
館
や
公
使
館
の
建
物

に
掲
げ
る
必
要
が
明
ら
か
に
あ
る
場
合
､
あ
る
い
は
望
ま
し
い
場
合
は
､
彼
は
そ
う
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
｡

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
､
二
番
目
の
引
用

(仰450)
は
､
外
交
代
表
者
出
国
後
に
お
け
る
建
物
と
内
容
物
の
.不
可
侵
性
を
指
摘
し
て

い
る
の
で
な
い
と
す
れ
ば
､
あ
ま
り
意
味
は
な
い

(よ
っ
て
明
ら
か
に
外
交
代
表
者
出
国
後
も
不
可
侵
性
が
持
続
し
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
)｡

(
i

)

(b
)
S
a
to
w
.

A
G
uJ'd
e
to
D
Lp
Jom
a
tL.C
P
TaC
tLJCe
.

$
3

)

9:
(外
交
代
表
部
の
)
不
可
侵
権
は
-
･･･彼
が
信
任
状
を
得
て
い
る
国
に
関
す
る
限
-
'
彼
の
到
着
か
ら
滞
在
中
､
な

ら
び
に
任
務
中
断
後
､
適
切
な
期
間
内

(w
ith
in
a
r
easonable
ti

m
e)
に
出
国
す
る
ま
で
の
あ
い
だ
適
用
さ
れ
る
｡



7

i
3
2
0

:
こ
れ

(不
可
侵
権
)
は
'
彼
の
本
国
と
赴
任
国
と
の
間
に
戦
争
が
勃
発
し
て
も
影
響
を
受
け
な
い
｡
そ
の
よ
う
な
場

合
､

彼
な
ら
び
に
家
族
や
同
居
人
で
あ
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
不
可
侵
権
の
対
象
と
な
る
人
物
に
対
し
て
､
ま
た
は
彼
の
住

居
や
荷
物
に
対
し
て
侮
辱
的
言
動
や
暴
力
的
行
為
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
警
告
し
､
彼
が
安
全
に
居
住
場
所
を
退
去
す
る
こ

と
を
認
め
る
こ
と
は
､
彼
に
信
任
状
を
与
え
て
い
る
国
の
政
府
の
義
務
で
あ
る
｡
必
要
な
ら
ば
'
特
別
の
便
宜
を
無
料
で
彼

に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
､
彼
の
退
去
後
'
大
使
館
の
建
物
と
そ
の
内
容
物
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(傍
線
は

原
文
で
は
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
)0

シ
ャ
ム
政
府
が
引
用
し
た
権
威
者
の
ほ
か
､
オ
ツ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の

r国
際
法
｣
は
次
の
よ
う
に
い
う
｡

(67
)

Oppenheim
.Ln
tem
a
tion
aL
La
w
.

V
ou
i386:
大
使
館
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
'
外
交
任
務
が
中
止
に
い
た
っ
た
後
で
あ
っ
て
も
､
封
印
さ
れ
他
の
使
節
団
の

.
保
護
に
委
託
さ
れ
て
い
る
限
り
'
触
っ
て
は
な
ら
な
い
｡

V
oLZZ
ゆ98
‥
出
国
し
た
使
節
団
の
公
邸
は
､
慣
例
に
よ
れ
ば
他
の
外
国
使
節
団
の
保
護
の
も
と
に
委
託
さ
れ
､
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
が
残
さ
れ
て
い
れ
ば
'
そ
れ
は
封
印
さ
れ
る
｡
時
に
'
出
国
し
た
使
節
団
の
随
行
員
メ
ン
バ
ー
が
当
地
政
府
の
許
可
の

も
と
に
残
留
し
そ
の
管
理
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
る
｡

(省
略
)

以
上
の
あ
ら
ゆ
る
考
慮
に
基
づ
き
'
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
上
記
の
シ
ャ
ム
政
府
に
よ
る
行
為
に
最
も
強
い
か
つ
最
も
公
式
な
る
抗

議
を
申
し
入
れ
､
適
切
な
手
段
を
執
る
権
利
と
完
全
な
る
保
証
を
求
め
る
権
利
を
留
保
す
る
も
の
で
あ
る
｡

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
飽
文
香
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)



史
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【

B
】
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
部
内
の
協
議
資
料

1

イ
ギ
リ
ス
政
府
外
交
代
表
が
バ
ン
コ
ク
を
離
れ
た
後
'
公
使
館
は
ス
イ
ス
領
事
の
管
理
下
に
お
か
れ
た
｡
ス
イ
ス
領
事
の
報
告

に
よ
れ
ば
､
彼
は
日
本
な
ら
び
に
シ
ャ
ム
当
局
者
に
よ
っ
て
公
使
館
施
設
の
鍵
を
引
き
渡
す
よ
う
強
制
さ
れ
'
前
公
使
館
ス
タ
ッ

フ
の
自
動
車
の
引
き
渡
し
も
強
制
さ
れ
た
｡
ま
た
公
使
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
は
触

っ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
わ
れ
'
そ
れ
を
持
ち
出
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
｡
そ
の
う
ち
'
シ
ャ
ム

･
日
本
の
混
合
委
月
会
の
代
表
が
公
使
館
を
訪
れ
日
本
軍
ア
タ
ッ
シ
ュ
の
オ
フ
ィ

ス
と
し
て
適
当
か
ど
う
か
を
見
た
｡
ま
た
特
定
の
物
品

(イ
ギ
リ
ス
政
府
ま
た
は
公
使
館
員
の
所
有
物
)
が
軍
に
よ
っ
て
押
収
さ

れ
'
シ
ャ
ム
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
と
別
荘
の
す
べ
て
が
同
じ
よ
う
に
押
収
さ
れ
た
｡
シ
ャ
ム
政
府
は
外
交
代
表
団
の
家
屋
の
不
可

侵
性
を
完
全
に
尊
重
す
る
と
い
っ
て
い
る
が

(
ハ
イ
ド
､
サ
ト
ウ
'
フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
を
引
用
し
て
)
'
外
交
代
表
者
と
そ
の
ス
タ

ッ
フ
が
離
れ
た
後
は
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
異
な
り
､
｢平
時
に
大
使
館
な
い
し
公
使
館
施
設
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
外
国
の
公
的
財
産

が
'
戦
時
ま
た
は
外
交
関
係
断
絶
時
に
お
い
て
接
収
ま
た
は
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
は
先
例
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
｣
と
主
張

し
て
い
る
｡

2

国
際
法
学
者
は
'
外
交
代
表
者
な
ら
び
に
随
行
員
が
外
交
関
係
断
絶
後
も
彼
な
ら
び
に
彼
の
ス
タ
ッ
フ
が
被
信
任
国
を
離
れ
る

ま
で
の
間
は
不
可
侵
権
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
､
考
え
が

一
致
し
て
い
る
｡
し
か
し
国
際
法
に
関
す
る
多
く
の

テ
キ
ス
ト
は
､
外
交
代
表
者
の
公
的
な
施
設

(そ
の
中
に
残
さ
れ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
)
の
不
可

侵
性
の
継
続
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
て
い
る
.
そ
し
て
こ
の
間
題
に
言
及
し
て
い
る
権
威
者
も
､
国
際
法
上
の
そ
の
よ
う

な
不
可
侵
性

(
の
継
続
)
に
つ
い
て
は
肯
定
的
な
主
張
を
し
て
お
ら
ず
､
(せ
い
ぜ
い
)
不
可
侵
性
の
土
台
を
､
慣
例
や
礼
節
､

ま
た
は
互
恵
的
扱
い
に
よ
る
自
己
利
益
保
護
の
点
に
見
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
｡

3

(
ハ
イ
ド
の
引
用
)
(【
A
】
と
ほ
ほ
同
じ
な
の
で
省
略
)



(サ
ト
ウ
の
引
用
)
(【
A
】
と
ほ
ほ
同
じ
な
の
で
省
略
)

(フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
の
引
用
)

こ
れ
は
彼
の
B
o
n
E
一S
"T
rai
tee
de
D
roit
Znteran
do
n
al
P
u
b
lic"改
訂
版
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
｡
こ
れ
は
退
去
し
た
外
交

代
表
者
の
施
設
の
継
続
的
不
可
侵
性
の
問
題
に
は
触
れ
て
お
ら
ず
､
た
だ
次
の
よ
う
に
い
う
の
み
で
あ
る
｡

二
カ
国
間
で
の
宣
戦
布
告
に
よ
り
外
交
関
係
は
断
絶
す
る
｡
外
交
代
表
者
の
人
格
に
付
属
す
る
不
可
侵
権
は
､
い
か
な
る
理

由
が
あ
ろ
う
と
も
'
彼
が
国
境
を
越
え
る
ま
で
継
続
す
る
｡
人
物
そ
の
も
の
も
不
可
侵
で
あ
る
｡

同
書
は
し
か
し
'
外
交
関
係
断
絶
後
の
外
交
使
節
団
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
不
可
侵
性
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り

(i695)､

そ
の
関
係
で
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
と
バ
チ
カ
ン
と
の
関
係
が
断
絶
し
た
際
､
ロ
ー
マ
致
皇
使
節
が
か
つ
て
占
め
て
い
た
建
物
に
あ
っ

た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
フ
ラ
ン
ス
警
察
が

一
九

〇
六
年
に
捜
索
し
た
件
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
｡
こ
れ
は
し
か
し
あ
ま
り
関
係
な
い
｡

な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
他
国
の
外
交
代
表
者
が
管
理
し
て
い
た
も
の
で
は
な
-
'
教
皇
の
代
表
者
の
管
理
す
る
も

の
で
あ
っ
た
か
ら
｡

そ
の
他
の
国
際
法
学
者
の
見
解

(
鶴

)

G
a
rn
er.Inter,n
atL'OnaJ
L
aw
an
d

theTV
oTJd
一
Y

a

L
T.

近
年
の
戦
争
で
の
や
り
方
に
従
っ
て

'い
ろ
い
ろ
な
交
戦
国
政
府
は
外
交
関
係
の
断
絶
に
あ
た
っ
て
大
使
館
や
公
使
館
の
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
を
友
好
的
な
中
立
国
の
大
使
館
や
公
使
館
に
引
き
渡
し
､
敵
国
に
お
け
る
彼
ら
の
利
益
保
護
を
そ
れ
ら
に
委
託
し
た
｡

(
V
ot.).
i

39
)

(69)

Colem
an
Philtip
so
n
.
Zntez･na
tLJo
n
a
L
Law
a
n
d
th
e
G

Teat
TVatT.

各
交
戦
国
は
､
中

立
国
の
大
使
や
領
事
に
対
し
､

交
戦
国
大
使
館
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
や
そ
の
他
の
特
別
な
付
属
物
の
委
託
を
要

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
成
文
奇
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)

三
七



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
五
号

(二
〇
〇
四
年
)

8
請
す
る
の
が
慣
例
で
あ
る
｡

(ChapterlV
)

Opp
enheim
.ZL7te
L･nation
aJ
L
a
w
.

(

【

A
】
と

ほぼ
同
じ
な
の
で
省
略
)

現
代
の
も
の
で
､
も
っ
と
も
ベ
ス
ト
な
の
は
次
の
著
作
｡

Sir
C
.
H
u

rst.
L
es
Z
m
m

u
n
L'te
S

D
Lp
)o
m
a

tL'q
u
e
S

(
A
c
a
d
e
mi

c

d
e

D
r
o
it
l
n
te
r
n
a
tio
n
a
I.
R
e
cu
eit
des
C
ou
rs.
)926
.

V

oI.H
.
a
t
p
a
g
e

2
3

6)
:

戦

争
が
勃
発
し

(敵
国
)
外
交
代
表
が
そ
の
任
地
を
離
れ
る
時
に
は
'
彼
は
メ
ン
バ
ー
全
月
を
引
率
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
'
公

邸
と
公
邸
内
に
あ
る
も
の
も
大
半
放
棄
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
｡
そ
の
際
'
理
論
上
い
か
な
る
問
題
が
あ
ろ
う
と
も
'
礼
儀
上
な
ら

び
に
便
宜
上
の
観
点
か
ら
､
敵
国
大
使
館
'
公
使
館
､
な
ら
び
に
そ
の
内
容
物
に
は
､
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
保
護
が
与
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
｡

一
九

一
四
年
の
戦
争
は
､
緊
張
期
間
が
短
い
ま
ま
突
然
起
こ
っ
た
た
め
､
大
使
館
や
公
使
館
の
職
員
は
戦
争
へ

の
対
応
に
す
べ
て
の
時
間
と
力
を
費
や
し
た
｡
よ
っ
て
'
任
地
を
耽
れ
る
際
に
持
っ
て
い
く
も
の
と
残
置
す
る
も
の
共
に
'
保
護

対
策
を
と
る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
.
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
､
人
の
権
利
問
題
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
国
際
礼
譲
の
問
題
と

し
て
'
政
府
は
不
動
産
と
内
容
物
を
保
証
す
る
た
め
'
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
手
段
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
そ
の
よ

う
な
措
置
を
と
る
こ
と
は
'
敵
国
内
に
存
在
す
る
自
国
外
交
代
表
部
公
邸
の
保
護
に
と
っ
て
'
有
益
な
予
防
策
で
も
あ
る
｡

交
戦
国
の
利
益
保
護
を
中
立
国
に
委
託
す
る
と
い
う
近
代
的
な
方
法
に
よ
っ
て
'
閉
鎖
さ
れ
た
大
使
館
や
公
使
館
の
保
護
は
よ

り
容
易
に
な
っ
た
｡
中
立
国
代
表
部
か
ら

一
人
ま
た
は
数
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
､
管
理
の
た
め
駐
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ

る
｡こ

れ
ま
で
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
は
領
事
館
施
設
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
試
み
は
し
な
か
っ
た
｡
(中
略
)
本
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
以



下
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
は
､
先
の
戦
争
に
お
い
て
外
交
施
設

･
領
事
館
施
設
に
関
わ
っ
て
発
生
し
た
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
る
｡

9

一
九

一
四
～
一
八
年
の
戦
争
に
お
い
て
'
敵
国
内
の
政
府
財
産
は
主
要
関
係
国
家
に
よ
り
概
し
て
尊
重
さ
れ
た
｡
留
意
す
べ
き

例
外
は
'

一
九

一
六
年
八
月
の
イ
タ
リ
ア
政
府
に
よ
る
ロ
ー
マ
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
宮
の
没
収
｡
こ
れ
は
駐
バ
チ
カ
ン
･
オ
ー
ス
ト
リ

ー

･
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
大
使
の
所
在
地
で
t
か
つ
イ
タ
リ
ア
王
府
へ
の
外
交
代
表
部
も
こ
こ
に
あ
り
'
当
時
ス
ペ
イ
ン
大
使
館
が

管
理
し
て
い
た
｡
イ
タ
リ
ア
政
府
は
こ
の
行
為
を
､
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
際
法
違
反
と
ベ
ニ
ス
空
爆
に
対
す
る
報
復
と
し
て
正
当

化
し
よ
う
と
し
て
お
り
､
特
別
な
ケ
ー
ス
と
い
う
べ
き
｡
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
､
イ
タ
リ
ア
政
肘
は
ビ
ル
内
に
あ
っ
た
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
と
他
の
す
べ
て
の
動
産
を
尊
重
し
､
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
を
設
け
て
そ
の
運
び
出
し
を
許
可
し
て
い
る
｡

10

一
九

二
ハ
年
春
'
ブ
ル
ガ
リ
ア
政
府
は
ソ
フ
ィ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
公
使
館
ビ
ル
を
接
収
｡
家
具
を
売
却
し
た
上
に
､
残
っ
て
い
た

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
を
逮
捕
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
押
収
し
た
｡
ブ
ル
ガ
リ
ア
政
府
は
'
セ
ル
ビ
ア
が
も
は
や
国
と
し
て
存
在
し
な
い

こ
と
を
理
由
に
こ
の
行
為
を
正
当
化
し
よ
う
と
試
み
た
｡
セ
ル
ビ
ア
政
府
は
こ
の
行
為
に
抗
議
し
て
同
盟
な
ら
び
に
中
立
各
国
に

訴
え

(｢国
際
法
へ
の
違
反
｣
と
し
て
)
､
｢
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
国
際
礼
譲
に
対
す
る
こ
の
重
大
な
背
信
行
為
に
対
し
て
セ
ル
ビ
ア

政
府
と
憤
り
を
分
か
ち
合
う
も
の
で
あ
る
｣
と
の
保
証
を
取
り
付
け
た
｡
類
似
の
言
明
は

一
九

一
六
年

一
一
月
七
日
に
イ
ギ
リ
ス

下
院
に
お
い
て
も
外
務
次
官
ロ
バ
ー
ト

･
セ
シ
ー
ル
卿
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
｡

11

同
年
'
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
米
国
政
府
よ
-
'
ブ
ル
ガ
リ
ア
政
府
が
ソ
フ
ィ
ア
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
を
接
収
し
て
病
院
に
使
用
す

る
意
図
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
報
知
さ
れ
る
｡
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
'
こ
の
よ
う
な
行
為
は
イ
ギ
リ
ス
権
益
を
保
護
す
る
立
場
に

あ
る
米
国
政
府
の
特
権
に
対
す
る
侵
害
か
も
し
れ
な
い
が
､
イ
ギ
リ
ス
へ
の
違
法
行
為
と
し
て
非
牲
す
る
こ
と
は
困
杜
と
判
断
｡

も
し
可
能
な
ら
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
安
全
保
管
の
た
め
持
ち
出
せ
る
よ
う
米
国
政
府
に
依
頼
｡
(中
略
)
し
か
し
ブ
ル
ガ
リ
ア
政
府

は
結
局
接
収
を
実
行
せ
ず
｡

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
館
文
書
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)
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四
〇

12

一
九

一
六
年

一
〇
月
三

一
日
'
イ
ギ
リ
ス
上
院
で
敵
国
首
都
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
が
使
用
に
供
さ
れ
て
い
る
問
題
が
と
り
あ
げ

ら
れ
､
も
し
そ
れ
ら
が
尊
重
さ
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
ロ
ン
ド
ン
の
ド
イ
ツ
､
オ
ー
ス
ト
リ
ア
'
ト
ル
コ
大
使
館
を
接
収
す
る
か
が

質
問
さ
れ
た
｡
答
え
は
'
保
護
管
理
を
し
て
い
る
米
国
代
表
部
が
使
用
し
て
い
る
と
い
う
も
の
｡

一
一
月
七
日
に
は
､
ソ
フ
ィ
ア

の
セ
ル
ビ
ア
公
使
館
問
題
に
関
連
し
て
､
議
会
で
'
ロ
ン
ド
ン
の
敵
国
大
使
館
を
接
収
し
て
公
共
施
設
と
し
て
利
用
す
る
提
案
が

な
さ
れ
た
｡
政
府
は
'
か
か
る
施
設
の
取
り
扱
い
は
敵
国
首
都
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
大
使
館

･
公
使
館
の
扱
い
如
何
に
よ
る
と
考

え
る
t
と
答
弁
｡
外
務
省
の
考
え
方
は
､
国
際
法
や
国
際
慣
例
に
照
ら
し
て
ど
う
か
で
は
な
く
'
そ
れ
ら
の
施
設
を
使
用
し
て
い

る
米
国
代
表
部
の
不
便
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
保
安
へ
の
影
響
が
ど
う
か
と
い
う
点

(中
略
)0

13

パ
ラ
グ
ラ
フ
12
に
明
ら
か
な
よ
う
に
､
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
敵
国
に
あ
る
大
使
館
や
公
使
館
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
非
難
す
る
理

由
を
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
な
か
っ
た
｡
(ト
ル
コ
は
例
外
｡
パ
ラ
グ
ラ
フ
14
で
後
述
)｡
こ
れ
ら
の
問
題
の
全
体
は

一
九

一
九
年
に

外
務
省
図
書
館
で
検
討
さ
れ
'
結
論
と
し
て

｢
一
般
命
題
と
し
て
､
敵
国
に
お
け
る
政
府
財
産
は
尊
重
さ
れ
､
そ
れ
な
り
の
建
物

構
造
を
維
持
す
る
た
め
の
資
材
も
提
供
さ
れ
て
き
た
｣
と
さ
れ
た
｡
(中
略
)

14

前
大
戦
の
交
戦
国
の
中
で
､
外
国
財
産
の
取
り
扱
い
に
関
し
ト
ル
コ
は
最
悪
｡

一
九

一
四
年

一
一
月
､
ト
ル
コ
当
局
は
コ
ン
ス

タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
の
英
仏
大
使
館
と
セ
ル
ビ
ア
公
使
館
に
進
入
し
て
無
線
通
信
機
器
を
捜
索
'
米
国
大
便
が
抗
議
し
て
警
察
署
長

が
陳
謝
し
た

(そ
の
他
の
事
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
省
略
)0

15

要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
い
え
る
｡

(･-
)
外
交
関
係
が
断
絶
し
て
外
交
使
節
団
が
当
該
国
か
ら
退
去
し
た
後
の
外
交
施
設
や
内
容
物
の
不
可
侵
権
保
全
に
つ
い
て
'
国

際
法
上
の
明
確
な
ル
ー
ル
は
な
い
｡

(
‥
m

)

同
等
の
状
況
下
に
お
い
て
は
､
領
事
公
館
施
設
の
地
位
は
外
交
使
節
公
館
施
設
よ
り
も
弱
い
｡



(

…

3
)
シ
ャ
ム
政
府
が
自
ら
の
行
為
を
正
当
化
し
う
る
先
例
あ
り
と
す
る
の
は
正
し
い
｡
し
か
し
こ
の
言
明
に
抵
抗
す
る
た
め
に
'

次
の
よ
う
な
こ
と
は
言
え
よ
う
｡
す
な
わ
ち
､
敵
国
政
府
の
施
設
の
敬
-
扱
い
は
慣
例
や
礼
讃
を
考
慮
し
て
行
う
も
の
で
あ

る
こ
と
'
ま
た
先
の
大
戦
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
考
慮
が
無
視
さ
れ
た
と
き
､
そ
れ
は
無
法
で
十
分
に
文
明
化
さ
れ
て
い
な

い
政
府
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
､
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

外
務
省

1
九
四
二
年
九
月
二
五
日

一
九
六
〇
年
代
に
締
結
さ
れ
た

｢外
交
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
｣
｢領
事
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
｣
は
､
武
力
紛
争
時
､

外
交
途
絶
時
に
お
け
る
公
館
'
財
産
'
公
文
書

(a
rchives)
の
保
護
義
務
と
第
三
国
へ
の
管
理
委
託
権

(四
五
粂
)
を
明
確
に
定
め
て

い
る
｡
し
か
し
､
第
二
次
世
界
大
戦
時
点
で
は
'
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
確
な
ル
ー
ル
が
な
く
'
国
際
法
に
関
す
る
主
要
著
作
や
第

一
次

大
戦
時
の
先
例
な
ど
を
も
と
に
判
断
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
右
の
二
点
の
史
料
に
よ
れ
ば
､
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
'
武
力
紛
争

や
外
交
関
係
の
途
絶
に
よ
っ
て
外
交
使
節
団
が
退
去
し
た
あ
と
の
在
外
公
館
施
設
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
不
可
侵
性
に
つ
い
て
'
国
際
法
上

必
ず
し
も
こ
れ
を
強
く
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
認
識
に
至
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
実
際
に
は

【
A
】
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
､
か
な
り
強
い
嗣
子
の
抗
議
を
行
っ
た
も
よ
う
だ
｡

(未
完
)

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
在
外
公
銘
文
杏
を
め
ぐ
る
日
英
の
確
執

(安
藤
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
五
号

(二
〇
〇
四
年
)

注(
1
)
杉
原
高
嶺
ほ
か

｢現
代
国
際
法
講
義

第
2
版
｣
(有
斐
閣
'

一

九
九
五
年
)

(2
)
｢外
交
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
｣
(抄
)

第
二
十
二
条

-

使
節
団
の
公
館
は
､
不
可
侵
と
す
る
｡
接
受
国

の
官
吏
は
､
使
節
団
の
長
が
同
意
し
た
場
合
を
除
く
ほ
か
､
公

館
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡

2

接
受
国
は
､
侵
入
又
は
損
壊
に
対
し
使
節
団
の
公
館
を
保
護

す
る
た
め
及
び
公
館
の
安
寧
の
妨
害
又
は
公
館
の
威
厳
の
侵
害

を
防
止
す
る
た
め
適
当
な
す
べ
て
の
措
置
を
執
る
特
別
の
責
務

を
有
す
る
｡

3

使
節
団
の
公
館
､
公
館
内
に
あ
る
用
具
類
そ
の
他
の
財
産
及

び
使
節
団
の
輸
送
手
段
は
'
捜
索
'
徴
発
'
差
押
え
又
は
強
制

執
行
を
免
除
さ
れ
る
｡

第
二
十
四
条

使
節
団
の
公
文
昏
及
び
書
類

(T
he
archive
s

a
n
d

d
o
c
u
m

ents)
は
､
い
ず
れ
の
時
及
び
い
ず
れ
の
場所
に

お

い

て
も
不

可
侵
と
す
る
｡

第
四
十
五
条

二
国
間
で
外
交
関
係
が
断
絶
し
た
場
合
又
は
使
節
団

が
永
久
的
に
若
し
く
は

一
時
的
に
召
還
さ
れ
た
場
合
に
は
'

(
a
)
接
受
国
は
､
武
力
抗
争
が
生
じ
た
と
き
に
お
い
て
も
､
使

節
団
の
公
館
並
び
に
使
節
団
の
財
産
及
び
公
文
書
を
尊
重
し
､

四
二

か
つ
'
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(b
)
派
遣
国
は
､
接
受
国
が
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
第
三
国

に
'
使
節
団
の
公
館
並
び
に
財
産
及
び
公
文
書
の
管
理
を
委

託
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
C
)
派
遣
国
は
､
接
受
国
が
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
第
三
国

に

､
自
国
の
利
益
及
び
自
国
民
の
利
益
の
保
護
を
委
託
す
る

こ
と
が
で
き
る
｡

(3
)
｢領
事
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
｣
(抄
)

第
1
条

(k
)

｢領
事
機
関
の
公
文
書
｣
に
は
'
領
事
機
関
に
属

す
る
す
べ
て
の
書
類
'
文
書
､
通
信
文
'
書
籍
､
フ
イ
ル
ム
､

テ
ー
プ
及
び
登
録
符
並
び
に
符
号
及
び
暗
号
'
索
引
カ
ー
ド
並

び
に
こ
れ
ら
を
保
護
し
又
は
保
管
す
る
た
め
の
家
具
を
含
む
｡

第
二
七
粂

(例
外
的
な
状
況
に
お
け
る
領
事
機
関
の
公
館
及
び
公
文

書
並
び
に
派
遣
国
の
利
益
の
保
護
)

1

二
国
間
の
領
事
関
係
が
断
絶
し
た
場
合
に
は
'

(a
)
接
受
国
は
､
武
力
紛
争
が
生
じ
た
と
き
で
あ
つ
て
も
､
領

事

機
関
の
公
館
並
び
に
領
事
機
関
の
財
産
及
び
公
文
書
を
尊

重
し
t
か
つ
'
保
護
す
る
｡

(b
)
派
遣
国
は
､
接
受
国
の
容
認
す
る
第
三
国
に
対
し
､
領
事

機
関
の
公
館
の
管
理
と
と
も
に
当
該
公
館
内
に
あ
る
財
産
及

び
領
事
機
関
の
公
文
書
の
管
理
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡



(
C
)

派
遣
国
は
'
接
受
国
の
容
認
す
る
第
三
国
に
対
し
'
自
国

の
利
益
及
び
自
国
民
の
利
益
の
保
護
を
委
託
す
る
こ
と
が
で

き
る
｡

2

い
ず
れ
か
の
領
事
機
関
が
一
時
的
又
は
永
久
的
に
閉
鎖
さ
れ

た
場
合
に
は
'
-

(
a
)
の
規
定
を
準
用
す
る
も
の
と
し
'
更

に
'

(

a

)

派
遣
国
が
､
接
受
国
に
お
い
て
外
交
使
節
田
に
よ
っ
て
代

表
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
で
も
'
接
受
国
の
領
域
内
に

他
の
領
事
機
関
を
有
し
て
い
る
と
き
は
'
当
該
他
の
領
事
機

関
に
対
し
'
閉
鎖
さ
れ
た
領
事
機
関
の
公
館
の
管
理
と
と
も

に
当
該
公
館
内
に
あ
る
財
産
及
び
領
事
機
関
の
公
文
書
の
管

理
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
､
ま
た
､
接
受
国

の
同
意
を
待
て
'
当
該
閉
鎖
さ
れ
た
領
事
機
関
の
管
轄
区
域

に
お
け
る
領
事
任
務
の
遂
行
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

第
三

一
条

(領
事
検
閲
の
公
館
の
不
可
侵
)

1

領
事
機
関
の
公
館
は
､
こ
の
条
に
定
め
る
限
度
に
お
い
て
不

可
侵
と
す
る
｡

2

接
受
国
の
当
局
は
'
領
事
機
関
の
長
若
し
-
は
そ
の
指
名
し

た
者
又
は
派
遣
国
の
外
交
使
節
団
の
長
の
同
意
が
あ
る
場
合
を

除
く
ほ
か
､
領
事
機
関
の
公
館
で
専
ら
叙
事
機
関
の
活
動
の
た

め
に
使
用
さ
れ
る
部
分
に
立
ち
入
っ
て
は
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､

火
災
そ
の
他
迅
速
な
保
護
措
置
を
必
要
と
す
る
災
害

の
場
合

に

は
'
領
事
機
関
の
長
の
同
意
が
あ

っ
た
も
の
と
み
な
す
｡

3

接
受
国
は
､
2
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
､
領
事

機
関
の
公
瓜
を
侵
入
又
は
損
壊
か
ら
保
護
す
る
た
め
及
び
領
事

機
関
の
安
寧
の
妨
害
又
は
領
事
機
関
の
威
厳
の
侵
害
を
防
止
す

る
た
め
す
べ
て
の
適
当
な
措
置
を
と
る
特
別
の
乗
務
を
有
す
る
｡

4

領
事
槻
閑
の
公
館
及
び
そ
の
用
具
類
並
び
に
領
事
機
関
の
財

産
及
び
輸
送
手
段
は
'
国
防
又
は
公
益
事
業
の
目
的
の
た
め
の

い
か
な
る
形
式
の
散
発
か
ら
も
免
除
さ
れ
る
｡
こ
の
目
的
の
た

め
に
収
用
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
､
領
事
任
務
の
遂
行
の
妨

げ
と
な
ら
な
い
よ
う
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
措
位
が
と
ら
れ
る
も
の

と
し
､
ま
た
､
派
近
国
に
対
し
､
迅
速
､
十
分
か
つ
有
効
な
補

倍
が
行
わ
れ
る
｡

第
三
三
条

(領
事
機
関
の
公
文
昏
及
び
昏
朝
の
不
可
侵
)
領
事
機
関

の
公
文
杏
及
び
昏
鰯
は
'
い
ず
れ
の
時
及
び
い
ず
れ
の
場
所
に

お
い
て
も
､
不
可
侵
と
す
る
｡

(4
)
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